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1. 調査研究の概要 

 
1.1. 調査研究の背景と目的 

 
（１）調査研究の背景 

平成 18 年、日本経済は 1990 年代の景気の長期低迷期から脱却し、景気回復が 5 年目を迎え

ているが、厳しい雇用情勢の中、雇用の安定を図るために、新たに雇用を創出していくことが

重要となっている。こうした状況の中で、サービス分野における雇用創出に向けた一層の取組

の推進が必要となっている。 
サービス分野における雇用創出を実現するためには、雇用需要に適合する人材育成の取組が

必要であるが、人材ニーズの状況は技術革新の急速な進展等により変化し続けるものと見込ま

れるため、継続的に人材ニーズの状況を可能な限り具体的に把握し、その状況を踏まえた計画

的な人材育成戦略の構築と推進が必要である。 
このため、厚生労働省では、平成 13 年 5 月に政府が発表した 530 万人の雇用創出計画を受

けて、平成 14 年度以降、雇用創出が期待されるサービス分野の 30 業種に関わる業界団体等を

活用して、現在の人材の姿と、今後求められる人材の姿を、職業能力の側面からきめ細かく把

握分析し、これを体系的に整理して人材マップ及び人材育成計画を作成し、業界団体、企業、

教育訓練機関等に広く周知することなどにより、サービス分野における雇用需要に見合った人

材の育成を図ってきたところである。平成 17 年度においても引き続き、新たな業種について

人材マップ及び人材育成計画を作成し、業界団体、企業、教育訓練機関等に広く周知すること

などにより、サービス分野における雇用需要に見合った人材の育成が進められている。 
 
（２）調査研究の目的 

調査研究では、新たな業種について、業界団体等を活用して、求められる人材の姿を、職業

能力の側面からきめ細かく把握分析し、職務遂行に必要な能力、人材の過不足状況を整理した

人材マップを作成するとともに、キャリアルート、人材育成方法等を整理した人材育成計画の

作成を行うこととする。 
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1.2. 調査研究の課題と実施方法 
 

（１）調査研究の課題 
人材マップ及び人材育成方法等の作成に向けて、調査研究では以下の課題を設定する。 
 
① 業種（産業）の特徴の把握 

調査研究の対象となる各業種（産業）の人材マップ及び人材育成計画を作成するには、

当該業種の労働市場の現状及び中長期見通しを検討することが必要である。しかし、労

働市場は、当該業種自身の動向すなわち特定の財やサービスの市場動向と深い関連があ

る。そのため、ある業種の労働市場動向を調査分析するには、当該産業自身の動向と特

徴を正確に把握し、労働市場との関連を明らかにすることが重要である。 
 
② 職種毎の現状及び中長期見通しを踏まえた人材マップの作成 

人材マップは、当該業種において求められる人材の姿を、職種毎に、職業能力の側面

からきめ細かく把握分析し、職務遂行に必要な能力、人材の過不足状況を整理したもの

である。サービス業は一般に、技術革新の急速な進展や規制緩和をはじめとする法制度

の整備等により変化し続けている。そこで、人材マップの作成にあたっては、現状にお

いて求められる人材の姿のみならず、中長期の労働市場の動向を踏まえ、将来に求めら

れる人材の姿を明らかにすることが重要である。 
 
③ キャリアの多様性を踏まえた共通的・標準的な人材育成計画の作成 

人材育成計画は、当該業種における職種毎に、キャリアルート、人材育成方法等を整

理したものである。キャリアルートとは、当該職種に入職し、経験を積んでキャリアア

ップするとともに、場合によってはそれまでのキャリアを活かして他の職種に新たに移

動するなど、キャリア形成・活用の動態を示すものである。職種にはスペシャリストや

ジェネラリストがあるように、キャリアには専門化のほか多能化の方向もある。また、

大企業と中小企業では同じ職種でも職務内容が異なる場合がある。このようなキャリア

の多様性を前提とした上で、人材育成計画は、ある職種における人材育成方法について、

共通的・標準的な内容を示すことが重要である。 
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（２）調査研究の実施方法 
サービス分野における雇用需要に見合った人材の育成に向けた人材マップ及び人材育成計画

作成の重要性を鑑み、調査研究では、学識経験者・有識者等からなる「サービス分野人材育成

研究会」（以下、研究会と呼ぶ）を設けて詳細な検討を行い、本書をとりまとめた。 
 
① 研究会のメンバー 

サービス分野人材育成研究会のメンバーについて、表 1-1 に示す。 
 
② 研究会の開催日 

研究会の開催日について、表 1-2 に示す。 
 

表 1-1 サービス分野人材育成研究会のメンバー 
氏名・所属 

【座長】 

 桐村 晋次 法政大学 キャリアデザイン学部 教授 

【座長代理】 

 久本 憲夫 京都大学大学院 経済学研究科 教授 

【委員】 

 三浦 展  カルチャースタディーズ研究所 主宰 

 本田 由紀 東京大学大学院 情報学環・社会科学研究所 助教授 

 永島 清敬 アデコ株式会社 ニューキャリア事業部 事業部長 

【オブザーバ】 

 厚生労働省 職業能力開発局 総務課 基盤整備室 

【事務局】 

 株式会社 NTT データ経営研究所 

 
表 1-2 サービス分野人材育成研究会の開催 

回 日時 主な議事内容 

第 1回 2005年 11月 15日
・研究会に関する企画の検討 

・調査分析に関する企画の検討 

第 2回 2005年 12月 13日

・調査分析に関する中間報告 

・人材マップ・人材育成計画普及版作成方

針の検討 

第 3回 2006 年 2 月 1 日 
・人材マップ・人材育成計画の検討 

・人材マップ・人材育成計画普及版の検討 

第 4回 2006 年 3 月 8 日 
・人材マップ・人材育成計画の承認 

・人材マップ・人材育成計画普及版の検討 
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2. 倉庫業の概要 

 
2.1. 産業の定義と特徴 
 
（１）定義 

倉庫業とは、『倉庫を利用して他人の物品を保管する』事業者のことをいう。日本標準

産業分類においては、倉庫業（471）や冷蔵倉庫業（472）と分類されている。 
ただしこれは倉庫業を専業とする事業者のことであり、道路貨物運送業（44*）や水運

業（45*）の事業者が事業の一部として倉庫業を営むこともある。 
また他人の物品を保管するわけではないが、製造業者や卸売・小売業者が自らの物品を

保管する事業も広義では倉庫業務である。 
 

（２）関連する法令 
倉庫業に関わる法令としては、まず倉庫業法があげられる。倉庫業法においては営業の

許可、料金・約款、施設変更の認可、倉庫構造設備の維持、倉庫証券発行の許可、届出、

報告義務等が定められており、倉庫業を行ううえでのバイブルとなる。 
また保税倉庫を運営する場合は関税法の適用も受ける。 

表 2-1 関連する法令 

法律の名称 制定 
倉庫業法 昭和 31 年 
関税法 昭和 29 年 
民法 明治 29 年 
商法 明治 32 年 
行政手続法 平成 5 年 

    出所：ぎょうせい『倉庫業実務必携』より抜粋 
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（３）沿革 
倉庫業の歴史は古く、明治以降、港湾の整備及び管理は国が主体的に行ってきたが、倉

庫業はそれに付随する産業として日本の貿易と共に発展してきた。 
また倉庫業は産業における需給調整や安定供給において果たす役割が多方面に及ぶた

め、商法や倉庫事業法等により、事業の内容や収受する料金、倉庫の施設・設備の基準等

において法的規制を受けると同時に、国による倉庫整備 5 カ年計画等の支援も受けてきた。 
しかし近年では産業構造の転換が進み、素材型から高付加価値型産業へ移行すると同時

に、情報化の進展により荷主企業の在庫管理が徹底しつつあることなどで倉庫業としての

伸びはやや抑制されている。 
今日では産業構造の変化による物流ニーズの多様化や荷主企業における物流改善とサ

プライチェーンマネジメント（SCM）の進展などを背景に、倉庫を戦略的拠点として捉

え、従来の保管機能だけでなく、流通加工や情報処理など、倉庫の機能を従来の保管型か

ら流通型に変化させる傾向にある。 
つまり、SCM の考え方にみられるように、倉庫事業においても、保管に関するノウハ

ウに加え、情報技術（IT）の活用による在庫管理機能や集配送機能などを併せ持った多機

能型の経営展開、いわゆるサードパーティロジスティクス（3PL）事業への展開など、ト

ータル物流サービス産業に変革して行く必要がある。 
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2.2. 産業と労働市場の動向 
 
（１）産業の動向 
  ① 市場規模 

業界団体の調査によると倉庫業の市場規模は、1 兆 6,217 億円（2003 年度）であり（表 
2-2）、前年度と比較すると減少している。 

 

表 2-2 倉庫業の市場規模 

年度 営業収入 
2002 年度 1 兆 6,772 億円 
2003 年度 1 兆 6,217 億円 

出所：（社）日本物流団体連合会『数字で見る物流 2005』 

 
上記の統計は最近作成されたばかりであるため、経年比較を行うには十分ではない。そ

こで、倉庫における入庫数を用いて経年比較を行うと、ここ数年は毎年増減を繰り返して

いるが、CAGR1は 0.53%でほぼゼロ成長に近い。 
 

231,057

234,737

236,802

252,141

237,197

244,815

4.29%

-9.22%

1.59%

6.48%

-3.27%

-5.93%

220,000
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230,000

235,000

240,000
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250,000

255,000
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-10.00%

-8.00%

-6.00%

-4.00%

-2.00%

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

市場規模（入庫高） 成長率 CAGR

（千トン） （％）

 
出所：（社）日本倉庫協会『全国統計』 

図 2-1 市場規模と成長率 

                                                 
1 CAGR：Compound Average Growth Rateの略であり「平均成長率」のこと 
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②事業所 

同じく業界団体の調査によると倉庫業の事業者数は、3,902 社（2003 年度）で、前年比

1.56％増加している（図 2-2）。 
経年でみると、CAGR は 0.56%とほぼゼロ成長であり、また 2001 年度、2002 年度は

マイナス成長であったが、倉庫業法が改正され参入要件が緩和されたことから 2003 年度

は大幅な増加となった。 

3,795
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3,826

1.82%

1.56%

-0.03%

-0.23%

0.68%

0.82%
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3,800
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3,900
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-0.50%

0.00%

0.50%

1.00%
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事業者数 成長率 CAGR

（箇所） （％）

 
出所：日本倉庫協会『全国統計』 

図 2-2 事業者数の推移 
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また、事業所をさらに倉庫単位で分類すると、営業倉庫は 1 類から 8 類までに分類され

る（表 2-3）。 

表 2-3 倉庫の分類 

分類 法律上の分類 説明 

1 類倉庫 

・冷蔵倉庫、危険品倉庫で保管する物品以外

で、建屋で保管できる形状の物であればあらゆ

る品物を保管できる倉庫 

2 類倉庫 ・防火、耐火性能が備わっていない倉庫 
1～3 類倉庫 

3 類倉庫 
・防火、耐火性能及び防湿性能などが備わって

いない倉庫 

野積倉庫 4 類倉庫 
・形状は柵や塀で囲まれた野積場 

・鉱物、材木、自動車などが保管される 

貯蔵槽倉庫 6 類倉庫 

・いわゆるサイロやタンクと呼ばれる倉庫 

・サイロには主として小麦、大麦、トウモロコシな

どの穀物類が、タンクには糖蜜などの液状貨物

が保管される 

危険品倉庫 ７類倉庫 

・建屋、野積、貯蔵槽、冷蔵など倉庫により危険

物、高圧ガスなどを保管する 

・危険品倉庫は倉庫業法とともに、保管する物品

の種類によって、それぞれ消防法、高圧ガス保

安法、液化石油ガスの確保及び取引の適正化

に関する法律、石油コンビナート等災害防止法

の 第 1 種事業所である場合などは、それぞれ

関係法の規定を満たしている必要がある 

普通倉庫 

トランクルーム 
1 類～8 類いず

れでも良い 

・家財、美術骨董品、ピアノ、書籍など個人の財

産を保管する倉庫 

冷蔵倉庫 － 8 類倉庫 
・食肉、水産物、冷凍食品など１０℃以下で保管

することが適切な貨物を保管する倉庫 

水面倉庫 － 5 類倉庫 ・原木を水面で保管する倉庫 

出所：（社）日本倉庫協会のホームページに加筆・修正 
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（２）労働市場の動向 
① 雇用者数 

総務省の『事業所・企業統計調査』によると倉庫業における雇用者数は、14 万 8,864
人（2004 年）で、前回の調査から 0.79%の減少である（図 2-3）。ただしその前の 1999
年の調査と比較すると 7.52%の増加となり、年平均成長率（CAGR）も 1.46%となる。 

138,456

150,043

148,8648.37%

-0.79%

-1.89%

132,000

134,000

136,000

138,000

140,000

142,000

144,000

146,000

148,000

150,000

152,000

1999 2000 2001 2002 2003 2004

-4.00%

-2.00%

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

10.00%

雇用者数 成長率（対前回調査） CAGR

（人） （％）

 
出所：総務省『事業所・企業統計調査』 

図 2-3 雇用者数の推移 

また下記①倉庫物流企業、②請負・派遣業、③自家倉庫で働いている従業員は上記の統

計には十分に反映されないため（表 2-4）、実際の従業者規模は上記よりも大きいと推測

される。 

表 2-4 『倉庫業』以外の従事者 

分類 業種 説明 

①総合物流企業 
・道路貨物運送業の倉庫部門 

・水運業の倉庫部門 

・事業の一部として倉庫業を営んでい

るが、業種としては本業である左記の

分類で集計されている 

②請負・派遣業 
・運輸に付帯するサービス業 

・労働者派遣業 

・倉庫業者に人材を派遣し、実際に倉

庫で作業を行っているが、業種として

は左記の分類で集計される 

・非正規の従業員が多く、統計がとり

にくい 

③自家倉庫 
・製造業や卸売 

・小売業の物流部門 

・倉庫業とほぼ同様の作業を行ってい

るが、集計上は左記の分類となる 

出所：研究会事務局作成 
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② 雇用の状況 

倉庫業界の雇用形態について他の業種と比較すると正規従業員の比率が低く、契約・委

託社員や派遣の活用が積極的に行われていることがあげられる（図 2-4）。 

67.14%

74.42%

6.35%

4.94%

16.42%

17.57%

8.62%

1.71% 1.36%

1.47%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

倉庫業

全業種平均

正規社員 契約・嘱託社員 アルバイト・パート 派遣 業務委託（個人）  
出所：経済産業省『人材ニーズ調査』（2004 年） 

図 2-4 雇用形態 

年齢構成を他の業種と比較するとおおむね業界平均と同じである（図 2-5）。 

18.43%

19.07%

24.33%

24.03%

24.88%

21.61%

23.03%

23.75%

9.33%

11.54%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

倉庫業

全業種平均

30歳未満 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳以上  
出所：経済産業省『人材ニーズ調査』（2004 年） 

図 2-5 年齢構成
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また男女構成では男性の比率が約 65%であるが、これは全業種平均と比較すると若干男

性の比率が高い（図 2-6）。 

65.03%

57.47%

34.97%

42.53%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

倉庫業

全業種平均

男 女  
出所：経済産業省『人材ニーズ調査』（2004 年） 

図 2-6 男女構成 
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（３）中長期の見通し 
倉庫業はその定義の部分でも述べたように『倉庫を利用して他人の物品を保管する』の

が本来の事業であるが、今日では図 2-7のように保管残高そのものは減少傾向にあり、保

管機能よりも運送も含めた物流企業としての役割が期待されている。 

26,338

24,848

25,622

23,831

23,450

25,872

3.11%

-1.60%

-5.73%
-5.66%

0.97%

-7.89%

22,000

22,500

23,000

23,500

24,000

24,500

25,000

25,500

26,000

26,500

27,000

1998 1999 2000 2001 2002 2003

-10.00%

-8.00%

-6.00%

-4.00%

-2.00%

0.00%

2.00%

4.00%

保管残高（1～3類） 成長率 CAGR

（千トン） （％）

 
出所：日本倉庫協会『全国統計』 

図 2-7 倉庫保管残高の推移（1～3 類倉庫） 

 
物流業全体に対象を広めた場合、今日の物流業においては 3PL（サード・パーティ・ロ

ジスティクス）が一つの潮流であり、倉庫業から物流企業に脱皮する場合においても 3PL
に対応することが求められている（図 2-8参照）。 

したがって人材育成においても 3PL に対応する人材の育成が必要であるが、その点に

ついても本報告書では説明する。 
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出所：国土交通省『3PL 人材育成研修（概論研修）』より抜粋 

図 2-8 3PL について 
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3. 倉庫業における主な職種 

 
3.1. 業務の概要 
 
（１）顧客とサービス 

倉庫業のサービスは検品、入庫～出庫が基本的であるが、オプションとして輸送、配送、

情報処理、事務処理といったサービスも提供している（表 3-1）。 

表 3-1 倉庫業における主なサービス 

サービス 顧客 内容 特記事項 

検品 
・貨物が適正なものか、個数に間違いがな

いかなどをチェックする 
 

入庫 
・貨物の特性に合わせ、決められた保管場

所へ入庫する 
 

保管 

・さまざまな保管･管理を行う 

・保管の分類としては常温保管、定温保

管、定湿保管、冷蔵保管、サイロ、タンク、

野積保管、トランクルームなどがある 

・管理対象としてはロケーション管理、在庫

管理、商品日付管理、入庫順管理、機械

番号管理などを行う 

 

流通加工 

・保管貨物の商品価値や商取引の利便性

を高める（例：包装、詰め合わせ、ラベル

貼り、検針、荷札付け、値札付け、組み立

て、反物カット、マーキングなど） 

 

ピッキング 
・入庫順、日付順に大口、小口ピッキング

などを行う 
 

仕分け・荷

揃え 

・配送先別、方面別に仕分けを行い、トラッ

ク単位に荷揃えを行う 
 

出庫 ・指定された時間に合わせ出庫を完了する  

輸送、配送 

・陸、海、空、様々な輸送手段を使用した

輸配送サービスを提供する（例：時間指定

配送、小口配送、保冷配送、長距離輸

送、国際輸送など） 

総合物流事業者

が提供する 

情報処理 

・ニーズに合わせた情報サービスを提供す

る（例：具体的には商品情報管理（入出

庫・在庫、日付、入庫順など）、受発注処

理、輸出入情報処理、輸配送管理など） 

 

倉庫業務 

事務処理 

荷主 

・各種事務処理手続きを代行する（例：倉

荷証券発行、損害保険、通関、納税代

行、専用伝票発行など） 

総合物流事業者

が提供する 

  出所：（社）日本倉庫協会 ホームページ 
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（２）ビジネスマップ 
倉庫業では、上記のサービスを提供するため、下図に示すような流れで業務を実施して

いる（図 3-1）。 
倉庫業者はメーカーや流通業者（荷主）からの指示に基づき荷物の入庫・出庫や保管、

流通加工といったサービスを行う。これらのサービスは荷主と倉庫運営者がやり取りを行

い、倉庫作業員に指示を出すことで行われる。 
また荷主は倉庫サービス企画者やロジスティクスシステム設計者から倉庫サービスや

物流改善に関する提案を受けることができる。 
 

メーカーメーカー 流通業者流通業者

倉庫業者倉庫業者

倉庫倉庫
作業員作業員

倉庫倉庫
運営者運営者

運送業者運送業者 運送業者運送業者

入庫情報入庫情報
出庫情報出庫情報

製品製品 製品製品 製品製品 製品製品

入庫情報入庫情報

モノ・サービスモノ・サービス
の流れの流れ

情報の流れ情報の流れ組織／機関組織／機関凡例：

作業指示作業指示

倉庫ｻｰﾋﾞｽ倉庫ｻｰﾋﾞｽ
企画者企画者

ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ
ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ
設計者設計者

改善提案
改善提案

改善提案
改善提案

メーカーメーカー 流通業者流通業者

倉庫業者倉庫業者

倉庫倉庫
作業員作業員

倉庫倉庫
運営者運営者

運送業者運送業者 運送業者運送業者

入庫情報入庫情報
出庫情報出庫情報

製品製品 製品製品 製品製品 製品製品

入庫情報入庫情報

モノ・サービスモノ・サービス
の流れの流れ

情報の流れ情報の流れ組織／機関組織／機関凡例：
モノ・サービスモノ・サービス

の流れの流れ
情報の流れ情報の流れ情報の流れ情報の流れ組織／機関組織／機関凡例：

作業指示作業指示

倉庫ｻｰﾋﾞｽ倉庫ｻｰﾋﾞｽ
企画者企画者

ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ
ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ
設計者設計者

改善提案
改善提案

改善提案
改善提案

 
      出所：研究会事務局作成 

図 3-1 倉庫業のビジネスマップ 
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3.2. 主な職種 
 
（１）主な職種 

倉庫業における主な職種には、倉庫内作業者、倉庫運営者、倉庫サービス企画者、ロジ

スティクスシステム設計者がある（表 3-2）。（各々の詳細については、『4倉庫内作業者の

詳細』以降で説明する） 
またそれら以外にも人事、経理、総務といったバックオフィス業務が存在するが、これ

らは他の業種と同じであるため割愛する。 
これらの職種のうち、倉庫内作業者については日本標準職業分類の倉庫作業員（793）、

包装工（728）、他に分類されない運輸の職業（499）と等しい。また倉庫運営者、倉庫サ

ービス企画者、ロジスティクスシステム設計者については同じく日本標準職業分類のその

他の一般事務従事者（259）、企画事務員（252）、営業・販売事務員（281）と等しい。 
各社の要員構成より、全体のおよそ 6 割が倉庫内作業者で、倉庫運営者と倉庫サービス

企画者がそれぞれ 2 割を占め、ロジスティクスシステム設計者はほとんど存在しないのが

現状である。 
 

表 3-2 倉庫業における主な職種 

職種 仕事の内容 他の職種との関連 

倉庫内作業者 

 

【入荷・保管・出荷】 

・倉庫内作業に関わる事務所側からの

入出荷指示に基づき、定められた作

業手順・方法により、入庫、保管、仕

分、出庫の作業を行う 

【流通加工】 

・倉庫内作業に関わる事務所側からの

作業指示に基づいて、定められた作

業手順・方法により、流通加工を実施

する 

・倉庫運営者の指揮・監督の

下で作業を行う 

倉庫運営者 【業務運営】 

・倉庫業務における事務及び作業を統

括する 

・作業の進捗確認、作業力の把握・調

整、顧客との電子データ交換（ＥＤＩ）

の運用・管理、入庫・出庫作業に必

要な各種帳票の作成・発行を行う 

・また、施設・設備の点検・保全及び各

種トラブルへの対応、庫内作業の効

率化にむけた改善も行う 

【現品管理】 

・棚卸し業務計画の策定・実施や結果

の検証、及び保管貨物の特性に応じ

た適正な保管品質の維持・改善を行

う 

・倉庫内作業者を指揮・監督

する 

・倉庫サービス企画者と協力

する 
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職種 仕事の内容 他の職種との関連 

倉庫サービス企画

者 

【企画・設計（営業）】 

・『営業』と呼ばれることが多い 

・新規倉庫サービスの企画、定常業務

の改善に関する企画を立案し、顧客

に対する提案営業および企画商品の

フォローを行う 

・また、新規の企画に基づいて、運用

方法や作業内容等の設計を行い、他

部門と連携・調整して運営体制（情報

システムの開発を含む）を構築する 

【業務計画・推進（業務）】 

・『業務管理』と呼ばれることが多い 

・業務計画の策定や実績管理、業務

推進上の各種管理、業務推進に係る

契約締結、精算業務など倉庫業務を

統括する 

・倉庫運営者と協力する 

ロジスティクスシステ

ム設計者 

（ロジスティクスシス

テムデザイン） 

【ロジスティクスシステムデザイン】 

・サードパーティロジスティクス（３ＰＬ）

として、ロジスティクスシステムに関す

る専門的な知見を活かし、経営的観

点から顧客のロジスティクスを分析

し、問題・課題の抽出を行い、運送シ

ステム、倉庫システム、物流情報シス

テムを統合したロジスティクスシステム

のソリューションを立案、提案する 

・倉庫事業者だけでなく運送事業者や

総合物流事業者に共通の職種である

・倉庫サービス企画者や倉庫

運営者と協力する 

その他バックオフィ

ス 

・人事、会計、総務など 
 

    出所：厚生労働省『包括的職業能力評価制度』（ロジスティクス分野・倉庫業）に加筆・修正 
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倉庫業における職場環境及び勤務時間等は以下の通りである（表 3-3）。 
勤務場所は倉庫内作業者、倉庫運営者は倉庫での勤務となるが、倉庫サービス企画者及

びロジスティクスシステム設計者はオフィスでの勤務となる。 
また勤務時間は倉庫サービス企画者及びロジスティクスシステム設計者は基本的に平日

昼間の 8 時間勤務であるが、倉庫内作業者、倉庫運営者は夜勤やシフト勤務になる場合も

ある。 

表 3-3 各職種における職場環境 

職種 職場環境 勤務時間等 

倉庫内作業者 

【勤務場所】 

・1～3 類倉庫は屋内での作業となる

・冷蔵倉庫の場合は屋内だが、室

温が零度以下になる 

・野積倉庫の場合は屋外での作業

となる 

 

【勤務時間】 

・正規従業員は 8 時間労働が多い 

・パート社員は 2～3 時間から半日

の労働時間となる（流通加工では

パートが多い） 

【夜勤や休日出勤の有無等】 

・扱う荷物により異なる（スーパーや

コンビニ向けの物流センターでは

夜中に作業を行う場合やシフト勤

務で作業を行う場合もある） 

倉庫運営者 

【勤務場所】 

・勤務場所は倉庫内の事務室となる

・倉庫運営者と比較すると事務室で

の作業が多いが、作業現場に出る

ことも多い 

・最近では荷主が国際展開してお

り、荷主の海外展開に合わせて、

海外で勤務する場合もある 

【勤務時間】 

・8 時間労働が多い 

【夜勤や休日出勤の有無等】 

・扱う荷物により異なる（スーパーや

コンビニ向けの物流センターでは

夜中に作業を行う場合やシフト勤

務で作業を行う場合もある） 

倉庫サービス 

企画者 

【勤務場所】 

・勤務先は事務所であるが、多くは

オフィスビル内にあることが多い 

・業務計画・推進は事務所内での作

業がほとんどであるが、『営業』は

客先や取引先に出かけることが多

い 

・倉庫運営者と同様に、荷主が海外

展開している場合は、それに合わ

せて海外で勤務する場合もある 

【勤務時間】 

・8 時間労働が多い 

【夜勤や休日出勤の有無等】 

・ほとんどない 

ロジスティクス 

システム 

設計者 

【勤務場所】 

・勤務先は事務所であるが、多くは

オフィスビル内にあることが多い 

・客先や取引先に出かけることも多

い 

・荷主が海外展開している場合は、

それに合わせて調査や打ち合わ

せで海外に出かける場合もある 

【勤務時間】 

・8 時間労働が多い 

【夜勤や休日出勤の有無等】 

・ほとんどない 

      出所：研究会事務局作成 
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（２）労働市場の現況 
① 入職 

倉庫業における採用（入職）の状況は、職種により異なる。 
まず職種により雇用主が異なり、倉庫運営者、倉庫サービス企画者、ロジスティクスシ

ステム設計者は倉庫業者に直接雇用されるが、倉庫内作業者は今日では請負業者や派遣業

者（協力会社とよばれる）に雇用されることが多い。 
また雇用形態も異なり、倉庫運営者、倉庫サービス企画者、ロジスティクスシステム設

計者は正規従業員として雇用されるが、倉庫内作業者は正規従業員だけでなく、パートや

アルバイトとしても雇用されることも多い（表 3-4）。 

表 3-4 労働市場の特徴（入職） 

職種 入職の特徴 

倉庫内作業者 

・今日では倉庫事業者ではなく、請負業者や派遣業

者に所属することが多い 

・請負業者や派遣業者の場合は正規従業員以外に

もパートやアルバイトとして入職することが多い 

・需要に季節変動があるため、需要に応じて都度採

用することもある 

倉庫運営者 

倉庫サービス企画者 

ロジスティクスシステム設計者 

・倉庫業者に正規従業員として入職することが大半

である 

・高齢者に関しては再雇用や契約社員もいる 

・定期的、計画的に採用する 

出所：研究会事務局作成 
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② キャリアアップ 

倉庫内作業者と倉庫運営者、倉庫サービス企画者、ロジスティクスシステム設計者では

入職後のキャリアアップに違いがある（表 3-5）。倉庫内作業者の場合は入職後も同一の

職種で専門性を高めていくのに対して、他の職種ではローテーションを行うことが多い。 
その場合はまず入社直後は倉庫運営者として倉庫の現場で、倉庫業務について一通り覚

えてから倉庫サービス企画者（営業及び業務）になるというキャリアパスが多い。 
またロジスティクスシステム設計者については倉庫業務だけでなく、運送業務や情報シ

ステムについても幅広い識見が必要となるため、複数の部署をローテーションする必要が

ある。 

表 3-5 キャリアアップ（専門化・多能化）の特徴 

職種 キャリアアップ（専門化・多能化）の特徴 

倉庫内作業者 
・専門化を基本的なスタンスとする 

・同一の職種で専門化を高める 

倉庫運営者 

倉庫サービス企画者 

ロジスティクスシステム設計者 

・多能化をめざしたローテーションを行う 

・最初は倉庫運営者として倉庫業務の基本を覚えて

から倉庫サービス企画者（営業・業務）になることが

多い 

・ロジスティクスシステム設計者は運送業務や情報シ

ステムについても経験が必要 

 
上記のキャリアパスをキャリアマップにまとめると、下図のようになる。 
 

上級

中級

初級

ロジスティクス

システム

設計者

倉庫

ｻｰﾋﾞｽ

企画者

倉庫

運営者

倉庫内

作業者

職種

レベル

上級

中級

初級

ロジスティクス

システム

設計者

倉庫

ｻｰﾋﾞｽ

企画者

倉庫

運営者

倉庫内

作業者

職種

レベル

総合物流会社

コンサル会社
未経験者

学生

前職の業界・職種

総合物流会社

コンサル会社
未経験者

学生

前職の業界・職種

コンサル会社

転出先の業界・職種

コンサル会社

転出先の業界・職種

上級

中級

初級

ロジスティクス

システム

設計者

倉庫

ｻｰﾋﾞｽ

企画者

倉庫

運営者

倉庫内

作業者

職種

レベル

上級

中級

初級

ロジスティクス

システム

設計者

倉庫

ｻｰﾋﾞｽ

企画者

倉庫

運営者

倉庫内

作業者

職種

レベル

総合物流会社

コンサル会社
未経験者

学生

前職の業界・職種

総合物流会社

コンサル会社
未経験者

学生

前職の業界・職種

コンサル会社

転出先の業界・職種

コンサル会社

転出先の業界・職種

 

 

 

 

 

 

 

出所：研究会事務局作成 

図 3-2 倉庫業のキャリアマップ 
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③ 人材育成 

このようなキャリアアップに向けた人材育成は、OJT、OFF-JT、自己啓発を組み合わ

せて行われているが、こちらでも倉庫内作業者と倉庫運営者、倉庫サービス企画者、ロジ

スティクスシステム設計者では人材育成の方法が異なる。 
倉庫内作業者がOJTを中心であるのに対して、倉庫運営者、倉庫サービス企画者、ロジ

スティクスシステム設計者は階層別研修やテーマ別研修、資格取得等幅広く人材育成を行

うことが多い（表 3-6）。 

表 3-6 人材育成の特徴 

職種 人材育成の方法 

倉庫内作業者 
・OJT（先輩や監督者が作業を教える） 

・資格取得（フォークリフト等） 

倉庫運営者 

倉庫サービス企画者 

ロジスティクスシステム設計者 

・階層別研修（新入社員研修、新任管理者研修等） 

・テーマ別研修（業界団体が主催するものなど） 

・資格取得（倉庫運営者は必置資格が多い） 

 

 
④ 需給ギャップ 

表 3-4でも示したように、倉庫内作業者と倉庫運営者、倉庫サービス企画者、ロジスティ

クスシステム設計者では入職の状況が異なる。倉庫運営者、倉庫サービス企画者、ロジス

ティクスシステム設計者は労働市場に占める割合は小さく、正規従業員が中心で定期的、

計画的に採用されているが、倉庫内作業者は需要に応じて採用していることから、需給ギ

ャップが発生しやすいと考えられるので、特に倉庫内作業者の需給ギャップに着目したい。 
厚生労働省『労働市場年報』を見ると、『倉庫作業員』の新規求人倍率、充足率とも 2002

年、2003 年はあまり変化しなかったが、2004 年になると、新規求人倍率は大幅に上昇し、

充足率は大幅に低下した（表 3-7）。 
以上のことから現場の倉庫内作業員については、需要に対して供給が十分ではなく、人

材の確保に苦労している点が窺える。 

表 3-7 労働市場の動向 

指標 2002 年 2003 年 2004 年 
新規求人倍率 0.61 倍 0.66 倍 1.11 倍 

充足率 38.5% 38.3% 28.7% 
出所：厚生労働省『労働市場年報』（2002 年～2004 年） 
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（３）将来の見通し 
① 労働市場の需給関係 

各職種の労働市場の需給関係をまとめると表 3-8のようになる。 
倉庫内作業者においてはパートやアルバイトの活用が進展していることから、能力を考

慮しなければ人数の確保は比較的容易に行えるが、熟練者や長期的な作業者の確保は困難

になると予想される。 
倉庫運営者や倉庫サービス企画者といった正規従業員の職種では人材の供給は定期的・

計画的に行われており、不足は生じないと思われる。 
ロジスティクスシステム設計者に関しては、絶対数が不足しており、また荷主の要求の

高度化に対応するため、今後は需要が高まることから、不足が生じると思われる。 
 

表 3-8 労働市場の需給関係 

職種 現状 今後の見通し 

倉庫内作業者 

・市場そのものの成長はあまり

見込めない（保管残高はむし

ろ低下傾向にある） 

・パートやアルバイトの活用が

進んでいる 

・パートやアルバイトを活用する

ことで、人数は確保できるが、

熟練者や長期の作業者の確

保は困難になる 

倉庫運営者 

倉庫サービス企画者

・採用は定期的・計画的に行わ

れている 

・倉庫オペレーションのアウトソ

ーシングも進んでいる 

・人数は確保できる（むしろいか

に３PL に対応する人材に育成

するかの方が課題である） 

ロジスティクスシステ

ム設計者 

・絶対数が少ない ・今後需要が増えるが、絶対数

が少ないため、不足する 

出所：研究会事務局作成 
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② 人材育成の課題 

『2.1（３）沿革』や『2.2（３）中長期の見通し』でも述べたように、倉庫業から物流

業に脱皮するためには 3PLに対応した人材の育成が必要であるが、各職種の 3PLに対応し

た人材育成の課題をまとめると表 3-9のようになる。 
倉庫運営者や倉庫サービス企画者は従来の能力に加え、3PL に対応するため自社の倉庫

オペレーションを改善する能力も必要となるので、そのような能力を身に着けるための教

育訓練が必要となる。 
また従来の職種に加え、荷主に対する提案プロジェクトを総括するチームリーダーも必

要となるが、この職種は絶対数が不足しているため、新たに育成する必要がある。 

表 3-9 人材育成の課題 

名称 役割 必要な能力 
オペレーションの

管理運営責任者

（倉 庫運営者 や

倉庫サービス企

画者） 

チームリーダー／提案営業責

任者のコンセプトを理解して、

現場においてオペレーションに

必要となる作業戦力の調達と管

理運営を行う 

・現場における効率的なオペレ

ーションの実施 

・オペレーションに必要となる作

業戦力の調達 

・現場のオペレーションを踏ま

えての改善提案 

チ ー ム リ ー ダ ー

（ロジスティクスシ

ステム設計者） 

プロジェクトの企画・立案、プロ

ジェクト全体の総括ならびに関

連する部門・機能の調整機能

を果たすとともに、顧客企業に

対する提案営業を行う 

・プロジェクトの企画・立案 

・プロジェクト全体の総括ならび

に関連する部門・機能の調整 

・顧客企業の物流診断・物流コ

スト分析 

・顧客企業に対する提案営業 

出所：国土交通省『3PL 人材育成研修（概論研修）』より抜粋 
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4. 倉庫内作業者の詳細 

 
4.1. 人材のあり方 
（１）職務内容 

倉庫内作業者は倉庫内作業に関わる事務所側からの入出荷指示に基づき、定められた作

業手順・方法により、入庫、保管、仕分、出庫及び流通加工を行う（表 4-1）。 

表 4-1 倉庫内作業者の職務と必要な能力 

職務 職務を遂行する際に必要な能力 レベル注

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

入荷・保管・

出荷 

【入出荷作業】 

・入出荷作業の計画とその作

業指示書に基づく点検、荷

受け、庫内搬入、搬出の手

続き内容とその作業方法を

理解し、作業を適正に遂行

できる 等 

【保管作業】 

・保管貨物のロケーション管

理、棚卸し、在庫数量チェ

ック、異状確認の方法、手

順及び所定の手続きを理

解し、作業を適正に遂行で

きる 等 

【定温保管作業】 

・定温保管貨物のロケーショ

ン管理、棚卸し、在庫数量

チェック、異状確認の方法、

手順及び所定の手続きを

理解し、作業を適正に遂行

できる 等 

【危険品保管作業】 

・危険品保管貨物のロケーシ

ョン管理、棚卸し、在庫数量

チェック、異状確認の方法、

手順及び所定の手続きを

理解し、作業を適正に遂行

できる 等 

【ピッキング・仕分け作業】 

・出荷指示に基づく保管貨

物のピッキング・仕分け作業

の方法、手順及び情報処

理手続きを正しく理解し、作

業を適正に遂行できる 等 

○ － －

倉庫内 

作業補助 

流通加工 

【流通加工作業】 

・作業計画とその作業指示書

に基づいて保管貨物の流

通加工作業の処理方法、

（下記の知識は中級において

は必要とされるが、初級では

あまり必要とされない） 

【コンプライアンス】 

・倉庫業法、倉庫業法施行

令、倉庫業法施行規則、労

働基準法、労働安全衛生

法、社会保険関係法規、下

請法、労働者派遣法 等の

関連する法規制を理解して

いる 

・社内規程（就業規則、倉庫

業務取扱規程など）を理解し

ている 

【倉庫作業の概要】 

・作業計画全般や標準作業を

理解している 

・緊急対応の種類と頻度を理

解している 

【社外戦力の適正な運用】  

・作業指示・命令、作業完了

確認の手順を理解している   

【情報システムの基礎知識】 

・情報システムの意義、諸段

階、情報システムの活用事

例を理解している 

【ものの流れの分析と改善】 

・物流システムの分析や改善

手法を理解している 

・物流コスト管理手法を理解し

ている 

・物流情報システムを理解して

いる 

・各種改善手法を理解してい

る 

【モラール向上と意識改革】 

・モラールサーベイ手法やモ

ラール管理と意識改革につ

○ － －
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レベル注職務 職務を遂行する際に必要な能力 

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

 手順及び情報処理手続き

を理解し、作業を適正に行

うことができる 等 

入荷・保管・

出荷 

【入出荷作業】 

・入出荷作業の計画とその作

業指示書に基づき、パート・

アルバイト員の人員配置と

作業のローテーションや処

理方法・手順を部下や作業

員に対し的確に指示を行う

ことができる 等 

【保管作業】 

・保管貨物のロケーション管

理、棚卸し、在庫数量チェ

ック、異状確認の作業方

法、手順を部下や作業員に

対し的確に指示できる 等 

【定温保管作業】 

・定温保管貨物のロケーショ

ン管理、棚卸し、在庫数量

チェック、異状確認の作業

方法、手順を部下や作業員

に対し的確に指示できる

等 

【危険品保管作業】 

・危険品保管貨物のロケーシ

ョン管理、棚卸し、在庫数量

チェック、異状確認の作業

方法、手順を部下や作業員

に対し的確に指示できる

等 

【ピッキング・仕分け作業】 

・出荷指示に基づく効率的な

保管貨物のピッキング・仕

分け作業の方法、手順を、

部下や作業員に的確に指

示できる 等 

【入荷・保管・出荷作業の改

善】 

・倉庫入荷から出荷に至るま

での保管貨物の流れの実

態を踏まえて、実務者レベ

ルでの効率的な作業処理

方法・手順の改善を検討で

きる 等 

－ ○ －

倉庫内 

作業実務 

流通加工 

【流通加工作業】 

・作業計画とその作業指示書

に基づく詰め合わせ、ラベ

ル貼り、組立、包装作業等

いて理解している 

－ ○ －
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レベル注職務 職務を遂行する際に必要な能力 

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

 の流通加工作業の方法、手

順を、部下や作業員に対し

的確に指示できる 等 

【流通加工作業の改善】 

・流通加工作業の作業段取

りから包装後の情報入力ま

での作業実態の流れの実

態を踏まえて、実務者レベ

ルでの効率的な作業処理

方法・手順の改善を検討で

きる 等 

 

注：○主に行うもの、△補助的に行うもの、－行わないもの 

出所：厚生労働省『包括的職業能力評価制度』（ロジスティクス分野・倉庫業）より抜粋 

 

（２）人材の要件 
この職種の人材要件としては、資質面が重視される傾向にある（表 4-2）。特に業務遂行

力、協調性、責任感といった資質面が重視される。また荷役作業においてはフォークリフ

トやクレーンの資格が必要とされるが、入職に当たって必ず必要とされるわけではなく、

入職後取得することも多い。 
 

表 4-2 倉庫内作業者の人材要件 

職務 人材要件 レベル注

名称 内容 基本的な資質・能力等 資格等 初級 中級 上級

フォークリフト技能講習修

了証 
△ － －

入荷・保管・

出荷 
クレーン・デリック運転士免

許 
△ － －

倉庫内 

作業補助 

流通加工  － － －

フォークリフト技能講習修

了証 
－ △ －

倉庫内 

作業実務 
入荷・保管・

出荷 

特に採用においては以下の

資質を重視することが多い
2

 

業務遂行力：作業の重要度

に応じてすばやく確実に業

務を遂行することができる

（例：手順通りに荷役や流

通加工業務が行える） 

 

協調性：自分の属する組

織・チーム全体の業績や成

長を意識して行動すること

ができる（例：協調作業に

おいて他人と協力できる）

 

責任感：自分に与えられた

クレーン・デリック運転士免

許 
 △  

                                                 
2 出所：経済産業省『人材ニーズ調査』（2004 年） 
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レベル注職務 人材要件 

名称 内容 基本的な資質・能力等 資格等 初級 中級 上級

 

流通加工 

課題に責任を持ち、確実に

やり遂げることができる

（例：指示通りに荷役や流

通加工業務が行える） 

はい作業主任者 － ○ －

注：○必ず必要、△望ましい、－必要ない 

出所：研究会事務局作成 

 

（３）人材の区分 
この職種は、職務遂行能力や資格の保有状況から、初級、中級に区分することができる

（表 4-1、表 4-2参照）。 
 

① 初級 

初級とは、倉庫運営者や中級の倉庫内作業者の指示の下で倉庫内作業を行う者である。 
職務遂行に当たっては、荷役においてフォークリフトやクレーンを使う現場では相応の

資格が必要とされるが、それらの機械を使わない荷役作業や流通加工においては特に資格

は必要とされない。倉庫内作業者の大半がこの初級に属する。 
 

② 中級 

中級とは、倉庫運営者の指示を理解し、初級者に指示を与え、指揮・監督する者である。 
初級と同様、職務遂行に当たっては、荷役においてフォークリフトやクレーンを使う現

場及びはい作業3では相応の資格が必要とされるが、それらに該当しない荷役作業や流通加

工においては特に資格は必要とされない。 
現場では班長や監督と呼ばれることが多く、倉庫内作業者の 1 割程度がこの中級に属す

る。 
 

                                                 
3荷の積み上げ積み下ろし作業で、荷の高さが 2 メートル以上になる場合であって荷役機械の運転のみ

によって行われる場合を除き該当する。 
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（４）労働市場の特徴 
この職種の労働市場の特徴としては、学歴や資格等入職に当たってのハードルが低いこ

とと、派遣や請負会社に所属する社員が多いこと、賃金が他業種より低いことがあげられ

る（表 4-3）。 

表 4-3 労働市場の特徴 

人材の区分 雇用・求人状況 年齢 性別 学歴等 賃金等 

初級 

【雇用状況】 

・派遣会社や請負会社に

所属する 

・パートやアルバイトとして

採用されることが多い 

【需給ギャップ】 

・最近では不足している 

・特に短期のバイトだと頭

数はそろうが、熟練者や

長期のパートの確保は難

しい 

・各年代に

いる 

・フォークリ

フト等を使

う荷役業務

は男性中

心となる 

・流通加工

では女性

の比率が

高い 

・特に学歴

は必要とさ

れない 

 

・ 年 収 で は

300 万 円

未 満 が 多

い 

・ 時 給 で は

平 均 900

円だが、フ

ォークリフト

を使う者は

1100 円を

越える 

中級 

【雇用状況】 

・派遣会社や請負会社に

正規従業員として所属す

る 

【需給ギャップ】 

・熟練者の確保は難しい 

・30 代半ば

から 50 代

が多い 

・現状では

在職者は

男性が多

い 

 ・年収では

300万円～

500 万円が

多い 

出所：経済産業省『人材ニーズ調査』（2004 年）、リクルート集計 

 
（５）将来の見通し 

倉庫内作業者は入職に対するハードルが低く、パートやアルバイトで気軽に入職するこ

とができる。しかし賃金が他業種と比較すると低いことや荷役において肉体労働を伴うこ

とから、好景気ほど人材の確保が難しくなりやすい。 
『表 3-7 労働市場の動向』でも述べたように最近では景気回復に伴い、人材の確保が

困難になりつつある。 
 

 28



 

4.2. 人材育成のあり方 
 
（１）入職及びキャリアアップ 

人材の区分毎に見た入職ルート（キャリアアップを含む）は、表 4-4 の通りである。 
倉庫内作業者の入職において特徴的な部分は、パートやアルバイトといった非正規従業

員としての入職が多いことと、資格等の入職のためのハードルが低いことがあげられる。 
入職後は初級⇒中級とキャリアアップしていくが、初級者に対し作業の段取りを指示す

る程度になるには 10 年～15 年程度のキャリアが必要となる。 
また中級の職務内容は倉庫運営者と重なっている部分もあり、請負や派遣会社の中級レ

ベルの社員が倉庫会社の倉庫運営者として正規従業員になることもまれにある。 
 

表 4-4 入職（キャリアアップを含む）の特徴 

人材の区分 入職ルートと採用・昇格要件 
必要な経験

年数 

経験が活かせる 

他の業種・職種 

初級 

【入職ルート】 

・派遣会社や請負会社に採用される 

・正規従業員の新卒あるいは中途で

採用される 

・パートやアルバイトでの採用も多い 

【採用要件】 

・特に資格は必要とされない 

・フォークリフトやクレーンの免許があ

れば賃金の面で優遇される 

数ヶ月（入職

⇒初級） 

 

他業種においてもフォ

ークリフトやクレーン

の利用経験があれば

役立つ 

 

中級 

【入職ルート】 

・初級からの昇格 

・経験者の中途採用 

【採用・昇格要件】 

・作業の段取りを初級者に指示する

程度になるには 10 年～15 年程度の

キャリアが必要となる 

10 年～15 年

（初級⇒中

級） 

 

他業種においてもフォ

ークリフトやクレーン

の利用経験があれば

役立つ 

出所：研究会事務局作成 

 
（２）人材育成 

人材の区分毎に見た人材育成の実施状況は、表 4-5の通りであるが、フォークリフト技

能講習修了証等の資格取得の講習以外はOJTによる人材育成が中心である。 
OJT においてはパートやアルバイトを短期間で即戦力化する必要があるためそのため

の工夫が必要である。機器の操作方法をマニュアル化する企業や荷役や流通加工の作業手

順をパネルや看板に掲示することで、パートやアルバイトが作業手順を簡単に覚えられる

ように工夫している企業もある。 
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表 4-5 人材育成の特徴 

人材の区分 人材育成の実施状況 主なカリキュラム 外部機関等の活用 

初級 

【入職】 

・入職においては特に職

業訓練は必要ない 

【能力開発】 

・OJT が中心である 

・フォークリフト等の資格取

得のためには講習が必要

中級 

【能力開発】 

・OJT が中心である 

・フォークリフト等の資格取

得のためには講習が必要

・OJT においては作業手順

をマニュアル化したり、作

業手順をパネルや看板で

掲示したりすることで工夫

している企業もある 

－ 

出所：研究会事務局作成 

 

（３）人材の区分別の状況 
 
① 初級 

初級の入職ルートは幅広く、請負会社や派遣会社がパートやアルバイトとして採用する

場合が多いが、正規従業員として新規学卒または未経験者の中途採用が行われる場合もあ

る。 
採用に当たっては特に学歴・経験・年齢・性別は不問であり、直接募集やハローワーク、

人材紹介会社の活用というように募集方法も様々である。 
また当初はパート採用でも勤務態度や能力に応じて正規従業員に登用する企業もある。

初級は一般に、OJT を通じて中級へのキャリアアップを目指す。初級の能力要件等を満た

すには、一般に、数週間～数ヶ月年程度の教育訓練を要する。 
 

② 中級 

倉庫内作業者の中級は現場では班長や監督と呼ばれており、初級から中級になるには 10
年～15 年程度の実務経験を要する。 

中級から職位として上がることはないが、作業の段取りの検討や初級の倉庫内作業者へ

の指示は倉庫運営者と重複する部分もあり、倉庫運営者に登用される場合もある。その場

合は所属が請負企業から倉庫業者（正規従業員）に変わる。 
倉庫業者に登用されるには班長や監督としての能力に加え、人柄といった資質面での要

素が考慮される。 
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（４）今後の課題と展望 
 
今後は倉庫業においては派遣やパート、アルバイトの活用が中心となるため（図 4-1参

照）、初級においてはそれらの人材の即戦力化が人材育成における課題となる。 

また中級においては人材の確保は初級からの育成が中心であるため、発注元の倉庫業者

と協力しながら計画的な人材育成が必要となる。 

表 4-6 今後の課題/展望 

人材の区分 労働市場の見通し 人材育成の課題と展望 

初級 

・季節変動や景気の変動による需要

の変動があるため、今後もパートやア

ルバイトの活用が進展する（図 4-1
参照） 

・景気回復に伴い人材の確保が困難

になる（表 3-7参照） 

・特に熟練者や長期のパートタイマー

の確保が難しくなる 

・パートやアルバイトを即戦力化する

仕組みづくり 

・作業者を定着させるための、モチベ

ーション向上策（例：非正規⇒正規

従業員化、非正規でも能力に見合っ

た給与制度、非正規従業員に対する

教育・訓練等） 

中級 

・業務委託の範囲が広がることで班長

や監督も不足する 

 

・人材の確保においては初級からの

育成が中心であるため発注元の倉

庫業者と協力しながら計画的な人材

育成が必要となる 

出所：研究会事務局作成 

8.88%

13.18%

6.22%
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9.08%
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新卒採用 中途での
正規社員採用

契約（嘱託）
社員採用

アルバイト
・パート採用

派遣の活用 業務委託
（個人）の活用

意向なし

倉庫業 全業種平均  
図 4-1 採用の意向 
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5. 倉庫運営者の詳細 

 
5.1. 人材のあり方 
（１）職務内容 

倉庫運営者とは倉庫業務における事務及び作業を統括する者であり、その職務内容は大

きくは二つに分けることができる。すなわち、作業の進捗確認、作業力の把握・調整、顧

客との電子データ交換（ＥＤＩ）の運用・管理、入庫・出庫作業に必要な各種帳票の作成・

発行を行うといった『業務運営』と、棚卸し業務計画の策定・実施や結果の検証、及び保

管貨物の特性に応じた適正な保管品質の維持・改善を行う『現品管理』である（表 5-1）。 

表 5-1 倉庫運営者の職務と必要な能力 

職務 職務を遂行する際に必要な能力 レベル注

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

業務運営 

【業務運営基礎】 

・事務所側において顧客の

入出荷オーダーに基づく倉

庫内作業指示とそのフォロ

ーや情報システム運用によ

る所定の帳票類の発行と管

理等について基本的な手

順や事務的手続きを正しく

理解できる 等 

【倉庫内作業管理】 

・作業の実施手順や事務的

手続きを正しく理解したうえ

で、上司と協調しながら適

切な作業計画案を立てるこ

とができる 等 

【各種帳票処理】 

・帳票処理業務の基本的な

実施手順や事務的手続き

を正しく理解したうえで、帳

票処理を遂行できる 等 

○ － －

倉庫運営 

補助 

 

現品管理 

【現品管理基礎】 

・現品管理の実務内容と役

割を正しく理解し、棚卸し作

業計画案の作成や品質向

上作業手順や事務的手続

きを把握したうえで業務を

遂行できる 等 

【棚卸し】 

・棚卸しの意義や作業の実

施手順、事務的手続きを正

しく理解し、棚卸し作業実

施計画案を上司と協調して

作成できる 等 

【コンプライアンス】 

・倉庫業法、倉庫業法施行

令、倉庫業法施行規則、労

働基準法、労働安全衛生

法、労働派遣法を理解して

いる 

・社内規程（就業規則、倉庫

業務取扱規程など）を理解し

ている 

【物流の概念と要素】 

・物流の基本概念（経済社会

と物流、企業経営と物流、物

流管理の展開）を理解してい

る 

・ロジスティクスと基本概念（物

流とロジスティクス、ロジスティ

クスの有効性、顧客サービス

とロジスティクスコスト）を理解

している 

【物流管理と組織】 

・物流管理の基礎知識や物流

における安全管理を理解し

ている 

【作業管理の概要】 

・作業計画全般及び標準作業

を理解している 

・緊急対応の種類と頻度を理

解している 

【担当業務に関わる帳票様

式】 

・入出荷指示書（伝票）、現品

管理台帳、精算帳票  等に

ついて理解している 

○ － －
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レベル注職務 職務を遂行する際に必要な能力 

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

 

業務運営 

【倉庫内作業管理】 

・作業の実施手順や事務的

手続きを正しく理解したうえ

で、適切な作業計画を立て

ることができる 等 

【各種帳票処理】 

・帳票処理実務の基本的な

実施手順や事務的手続き

を正しく理解したうえで、部

下を指導するとともに協調し

て帳票処理を遂行できる

等 

【施設・設備の点検・保全】 

・施設・設備のライフサイクル

（取得・操業・廃棄）による点

検・保全の役割と課題を理

解したうえで業務を遂行で

きる 等 

【トラブルへの対応】 

・倉庫運営に関わる関係法

令や社内取扱規程を理解

し、保管期間中またはその

経過後の保管継続不適貨

物、差押え、未引取貨物等

のトラブルの対応を行うこと

ができる 等 

【倉庫内作業改善】 

・倉庫内作業の実施手順や

事務手続きを正しく理解し、

入荷・保管・流通加工・出荷

それぞれの効率化に資する

作業改善計画案を、上司の

指示に基づいて作成できる

等 

【現品管理の概要】 

・作業計画全般及び標準作業

を理解している 

・緊急対応の種類と頻度を理

解している 

【棚卸し数量差異の知識】 

・棚卸し数量差異の種類と頻

度を理解している 

・対応策と手順を理解している 

【情報システムの基礎知識】 

・情報システムの意義、諸段

階、情報システムの活用事

例を理解している 

【システムの運用】 

・ソフトウェアの運用上の維持・

管理、データのバックアップ

について理解している 

【情報システムの性能・障害管

理】 

・性能の把握、障害への対

応、セキュリティ、ウィルス対

策について理解している 

【クレーム処理の知識】 

・クレームの種類と頻度、対応

策と手順を理解している 

【作業事故・災害事例】 

・作業事故や災害の事例を知

っている 

【モラール向上と意識改革】 

・モラールサーベイ、モラール

管理と意識改革について理

解している 

 

－ ○ －倉庫運営 

実務 

現品管理 

【棚卸し】 

・棚卸しの意義や作業の実

施手順、事務的手続きを正

しく理解したうえで、適切な

作業実施計画を作成できる

等 

【保管貨物の品質維持・向

上】 

・保管貨物の特性（正味期

限、危険物など）や貨物に

対応した保管環境（温度、

湿度、換気など）を正しく理

解し、自社の保管貨物に最

適な品質維持・向上を図る

ことができる 等 

【点検・保全の概要】 

・計画全般及び標準点検・保

全について理解している 

・緊急対応の種類と頻度、緊

急措置マニュアルについて

理解している 

【最適保全計画】 

・事前研究、保全データの整

備と活用について理解して

いる 

・保全費用の見積りや保全周

期の決定について理解して

いる 

 

－ ○ －
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レベル注職務 職務を遂行する際に必要な能力 

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

       

業務運営 

【倉庫内作業管理】 

・保管物量、作業計画、当日

の作業内容を把握し、作業

計画と労働力配置に支障を

きたさないよう部下に指示

できる 等 

【各種帳票処理】 

・帳票処理業務の基本的な

実施手順や事務的手続き

が適正に行われているかど

うかを確認し、問題のある場

合に部下に対して適正な方

法・手順を指導できる 等 

【施設・設備の点検・保全】 

・施設・設備のライフサイクル

（取得・操業・廃棄）による点

検・保全の役割と課題を理

解したうえで職務を遂行で

きる 等 

【トラブルへの対応】 

・倉庫運営に関わる関係法

令や社内取扱規程を理解

し、保管期間中またはその

経過後の保管継続不適貨

物、差押え、未引取貨物等

のトラブルの対応を行うこと

ができる 等 

【倉庫内作業改善】 

・倉庫内作業の実施手順や

事務手続きを踏まえた効率

化に向けた問題・課題を把

握・整理したうえで作業改

善計画を策定できる 等 

【保全実施手順】 

・日常保全や予防保全・事後

保全の実施手順を理解して

いる 

・シャットダウン保全について

理解している 

【検査と異常措置】 

・検査の役割と種類、原因遡

及と検査記録、不良箇所の

措置について理解している 

【トラブル処理の概要】 

・トラブルの種類と頻度、対応

策と手順について理解して

いる  

・緊急対応の種類と頻度につ

いて理解している 

【ユニットロードシステム】 

・パレチゼーション、コンテナリ

ゼーション及び関連ＪＩＳにつ

いて理解している 

【ユニットロード機材】 

・パレット、ロールボックスパレ

ット、通い箱について理解し

ている 

【科学的管理法】 

・経営工学（ＩＥ）、価値工学（Ｖ

Ｅ）、品質工学（ＱＥ）につい

て理解している 

【品質マネジメントシステム

（ISO9000s）】 

・ISO9000 について理解して

いる 

－ － ○

倉庫運営 

推進 

現品管理 

【棚卸し】 

・棚卸しの意義や作業の実

施手順、事務的手続きを踏

まえ適切な実施計画を策定

し、部下や庫内作業担当者

に周知徹底できる 等 

【保管貨物の品質維持・向

上】 

・保管貨物の特性（賞味期

限、危険物など）や貨物に

対応した保管環境（温度、

湿度、換気など）について、

社内外の関係者との協議を

もとに現状の課題発見や優

先事項を検討し、品質維

 

－ － ○

 34



 

レベル注職務 職務を遂行する際に必要な能力 

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

 持・向上を積極的に行うこと

ができる 等 

 
注：○主に行うもの、△補助的に行うもの、－行わないもの 

出所：厚生労働省『包括的職業能力評価制度』（ロジスティクス分野・倉庫業）より抜粋 
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（２）人材の要件 
この職種の人材要件としては、資格と資質両面がある（表 5-2）。倉庫管理主任者を始め

扱う荷物ごとに必要な資格があるが、これらの資格は事業所に一つあればよい必置資格が

ほとんどであり、必ずしも個人に対して必要とされるものではない。むしろ資格よりも資

質面が重視される傾向にあり、特に倉庫内作業者と比較するとバランス思考力や情報収集

力といった資質面が重視される。 

表 5-2 倉庫運営者の人材要件 

職務 人材要件 レベル注

名称 内容 基本的な資質・能力等 資格等 初級 中級 上級

業務運営 
フォークリフト技能講習修

了証 
△ － －

倉庫内 

作業補助 

現品管理 
クレーン・デリック運転士免

許 
△ － －

物流技術管理士 △ △ △

業務運営 

簿記 △ △ △
倉庫内 

作業実務 

現品管理  － － －

倉庫管理主任者 － － ○

業務運営 

はい作業主任者 － － ○

倉庫運営 

推進 

現品管理 

特に採用においては以下の

資質を重視することが多い
4

 

バランス思考力：業務の影

響範囲や適正な資源配分な

どを考慮し、計画立案に活

かすことができる（例：作

業員の負荷や能力を考えな

がら作業計画を立てること

ができる） 

 

業務遂行力：作業の重要度

に応じてすばやく確実に業

務を遂行することができる

（例：作業の割り当てを取

捨選択できる） 

 

誠実性：誠意をもって真摯

に業務に取り組むことがで

きる（例：人様の荷物を預

かっているという認識を持

って作業できる） 

 

責任感：自分に与えられた

課題に責任を持ち、確実に

やり遂げることができる

（例：自らの作業をきちん

と遂行できる） 

 

情報収集力：自社の環境に

おける変化をとらえ、新し

い情報を幅広い分野から収

集することができる（例： 安全衛生管理推進者 － － ○

                                                 
4 出所：経済産業省『人材ニーズ調査』（2004 年） 
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レベル注職務 人材要件 

名称 内容 基本的な資質・能力等 資格等 初級 中級 上級

  荷主からのオーダーや作業

員からの情報を吸い上げ、

総合的に判断できる） 

その他保管する荷物の種類

により様々な資格がある（食

品衛生管理者、危険物取扱者

等） 

－ － ○

注：○必ず必要、△望ましい、－必要ない 

出所：研究会事務局作成 

 
（３）人材の区分 

この職種は、職務遂行能力や資格の保有状況から、初級、中級、上級に区分することが

できる（表 5-1、表 5-2参照）。 
 

① 初級 

初級とは、中級の倉庫運営者の指示の下で業務運営及び現品管理の業務を行うものであ

る。職務内容は作業の段取りの検討等、倉庫内作業者の中級と重複する部分もある。 
実際に荷役作業を行うことはないが、フォークリフトやクレーンの資格を保有するもの

も多い。 
倉庫会社の新入社員はまずこの倉庫運営者の初級から始めることが多い。倉庫運営者の

半数程度がこの初級に属する。 
 
② 中級 

中級とは、倉庫運営の実務面で主体となる者で、倉庫運営者の初級や倉庫内作業者の中

級に指示を与えながら、業務運営及び現品管理業務を取り仕切るものである。 
特に資格等は必要とされないが、倉庫運営を行ううえで物流技術管理士や簿記の資格は

役立つ。 
現場では主任や係長と呼ばれることが多く、倉庫運営者の 4 割程度がこの中級に属する。 

 
③ 上級 

上級とは、倉庫全般を統括し、会社の方針に従いながら倉庫運営に当たるものである。 
職務遂行に当たっては、倉庫管理主任者等の必置資格を備えておく必要がある。また中

級と同様に倉庫運営を行ううえで物流技術管理士や簿記の資格は役立つ。 
現場では所長やそれに類似する名称で呼ばれることが多いが、その絶対数は少なく、倉

庫運営者の 1 割にも満たない。 
 

 37



 

（４）労働市場の特徴 
この職種の労働市場の特徴は全般的な要件は他の業界の新規学卒（総合職）の採用と同

程度であるが、学歴要件において大卒以外では港湾短大や商船高校に門戸を開いている点

が異なる（表 5-3）。 

表 5-3 労働市場の特徴 

人材の区分 雇用・求人状況 年齢 性別 学歴等 賃金等 

初級 

【雇用状況】 

・倉庫会社に正規従業員

として雇用されるケースが

大半である（学卒の新入

社員が配属される） 

【需給ギャップ】 

・学卒は職種ごとの採用で

はない全社一括採用が

多く、また計画的に採用・

配置されているため不足

感は少ない 

・20 代が多

い 

・現状では

在職者は

男性が多

い 

・倉庫運営

者に限ら

ず、新規

学卒（総合

職）は大卒

に限定して

いる場合

が多い 

・大卒以外

でも港湾

短大や商

船高校に

は門戸を

開けている 

・ 年 収 で は

300 万 円

～ 400 万

円 台 が 多

い 

中級 

【雇用状況】 

・倉庫会社に正規従業員

として雇用されるケースが

大半である 

【需給ギャップ】 

・不足感はない 

・20 代後半

から 30 代

が多い 

・現状では

在職者は

男性が多

い 

・中途では

不問である

（むしろ職

歴が重視

される） 

・年収では

400万円～

500万円台

が多い 

上級 

【雇用状況】 

・倉庫会社に正規従業員

として雇用されるケースが

大半である 

【需給ギャップ】 

・不足感はない 

・40 代～50

代が多い

（小規模の

倉庫では

30 代後半

の所長も

いる） 

・現状では

在職者は

男性が多

い 

・中途では

不問である

（むしろ職

歴が重視

される） 

・年収では

500万円以

上が多い 

出所：経済産業省『人材ニーズ調査』（2004 年） 

 
（５）将来の見通し 

倉庫運営者は倉庫内作業者と比較すると必要とされる人数は少ない。 
加えて各社とも新規学卒を計画的・定期的に採用し、また人材が不足する場合や中途採

用や請負会社からの採用といったルートもあるため、極端な不足は発生しないと思われる。 
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5.2. 人材育成のあり方 
 
（１）入職及びキャリアアップ 

人材の区分毎に見た入職ルート（キャリアアップを含む）は、表 5-4の通りである。 
倉庫内作業者のほとんどは正規従業員であり、新規学卒で入職後、初級⇒中級⇒上級と

キャリアアップしていく。 
中途で採用する場合は業界経験者を中級で採用する場合が多く、その場合はライバル企

業（倉庫業）だけでなく、協力会社（派遣会社や請負会社）の人材も対象となる。 
協力会社の人材を中途で採用する場合は、実際に一緒に働いている人間を実務能力だけ

でなく人柄等を総合的に判断して採用する。 

表 5-4 入職（キャリアアップを含む）の特徴 

人材の区分 入職ルートと採用・昇格要件 
必要な経験

年数 

経験が活かせる 

他の業種・職種 

初級 

【入職ルート】 

・倉庫会社に新規学卒として採用され

る 

【採用要件】 

・特に資格は必要とされない 

・港湾短大等の専門教育を受けた場

合は優遇される 

数ヶ月（入職

⇒初級） 

 

未経験者の中途採用

はほとんど行っていな

いため、他の業界の

経験はあまり活かせ

ない 

 

中級 

【入職ルート】 

・初級からの昇格 

・経験者の中途採用（倉庫会社及び

請負会社） 

【採用・昇格要件】 

・上司の指示なく一通り行うには少な

くとも５年以上のキャリアが必要であ

る 

5 年以上（初

級⇒中級） 

 

未経験者の中途採用

はほとんど行っていな

いため、他の業界の

経験はあまり活かせ

ない 

上級 

【入職ルート】 

・中級からの昇格 

【採用・昇格要件】 

・倉庫全体を統括するには中級として

少なくとも５年以上のキャリアが必要

である 

5 年以上（中

級⇒上級） 

未経験者の中途採用

はほとんど行っていな

いため、他の業界の

経験はあまり活かせ

ない 

出所：研究会事務局作成 
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（２）人材育成 
人材の区分毎に見た人材育成の実施状況は、表 5-5の通りである。 
OJT や階層別研修は他の業界と似た内容であるが、テーマ別研修や資格取得に関しては

業界団体が提供する各種カリキュラムを利用することが多い。 

表 5-5 人材育成の特徴 

人材の区分 人材育成の実施状況 主なカリキュラム 外部機関等の活用 

初級 

【入職】 

・入職においては特に職

業訓練は必要ない 

・ただし港湾短大では入職

に先立ち専門的な教育を

受けることができる 

【能力開発】 

・日々の業務は OJT を通し

て教える 

・テーマ別研修や資格取

得のための支援も行って

いる 

【レベルアップ】 

・階層別研修を行っている

（入社時及びフォローアッ

プ） 

中級 

【能力開発】 

・日々の業務は OJT を通し

て教える 

・テーマ別研修や資格取

得のための支援も行って

いる 

【レベルアップ】 

・階層別研修を行っている

（中堅社員研修） 

上級 

【能力開発】 

・テーマ別研修や資格取

得のための支援も行って

いる 

【レベルアップ】 

・階層別研修を行っている

（新任管理者研修） 

【OJT】 

・日々の業務を遂行するに

当たって、最初に先輩や

上司が手本を示す 

・業務手順がマニュアル化

されている場合もある 

 

【テーマ別研修】 

（JILS では以下のようなセミ

ナーを実施している） 

・倉庫作業生産性向上の

ための WMS（倉庫管理シ

ステム）構築セミナー 

・倉庫の管理・レイアウト改

善技術基礎セミナー 

・在庫管理の理論と実際 

 等 

 

【資格取得】 

・物流技術管理士 

・簿記 

・倉庫管理主任者 

・はい作業主任者 

・安全衛生管理推進者 

・その他保管する荷物の種

類により様々な資格があ

る（食品衛生管理者、危

険物取扱者等） 

 

【階層別研修】 

・内容は他の業界と同じ 

【日本倉庫協会】 

・倉庫管理主任者 

・物流コスト ABC 

 

【日本ロジスティクスシステ

ム協会（JILS）】 

・各種のセミナー 

・物流技術管理士 等の資

格 

 

【JIFFA】 

・国際複合輸送士資格認

定講座 

出所：研究会事務局作成 
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（３）人材の区分別の状況 
 

① 初級 

初級の入職ルートは新規学卒（大卒）の採用が一般的であり、未経験者の中途採用はほ

とんど行われていない。また 4 年の大卒以外では港湾短大（港湾職業能力開発短期大学校）

の出身者が専門教育を受けた人材として評価される。 
採用に当たっては学卒を対象に大学に直接募集を行う、あるいは民間の職業紹介事業者

を通じて行う間接募集が一般的である。 
初級は一般に、実務経験を通じて中級へのキャリアアップを目指す。初級の能力要件等

を満たすには、一般に、数週間～数ヶ月程度の教育訓練（新入社員研修）を要する。 
また入職後は OJT を通して日々の業務を覚え、技能・知識を身につけるだけでなく、テ

ーマ別の研修や資格取得によりより深く学ぶこともできる。 
 

② 中級 

倉庫運営者の中級は主任や係長と呼ばれており、初級から昇格する場合は初級において

最低でも 5 年程度の実務経験を要する。年齢では 30 代が一番多い。 
入職ルートは大きく二つあり、一つは初級からの昇格で、もう一つは経験者の中途採用

である。 
経験者の中途採用の場合はライバル企業（倉庫会社）だけでなく、協力会社（派遣会社

や請負会社）の中級（班長や監督クラス）が対象であり、特に協力会社から登用する場合

は対象者が自社の業務を熟知しており、またその能力や人柄がわかりやすいことから、ラ

イバル企業からの引き抜きよりも利用しやすい。 
ライバル企業の人材を募集する場合は自社のホームページや新聞・雑誌等を用いた直接

募集、あるいは民間の職業紹介事業者を通じて行う間接募集が一般的である。 
入職後は初級と同じく、OJT やテーマ別研修、資格取得を通して技能や知識を身につけ

る。物流技術管理士の資格を取得するには初級よりもこのクラスの実務経験者の方が良い。 
 
③ 上級 

倉庫運営者の上級は所長と呼ばれており、中級から昇格する場合は中級において最低で

も 5 年程度の実務経験を要する。年齢では 40 代～50 代が一番多い。 
入職ルートの大半は中級から昇格で、経験者の中途採用はほとんどない。これは所長と

いう立場上、自社の業務を熟知している必要があるからである。 
入職後は中級と同じく、テーマ別研修、資格取得を通して技能や知識を身につけるが、

管理者としての立場上あまりまとまった時間が取れないのが実情である。 
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（４）今後の課題と展望 
 
倉庫業の市場は現在のところエラー! 参照元が見つかりません。のような低成長であり、

今後、倉庫運営者に対する需要が極端に拡大する傾向にはないと考えられる。また倉庫運

営者の確保に関しては各社とも定期的・計画的に採用を実施しており、極端な不足は生じ

ないと考えられる。 

他方人材の質的な面でみると、『（３）中長期の見通し』で示したように倉庫会社におい

ても 3PLに対応することが求められており、それに伴った人材育成が必要である。 

特に倉庫運営者は現場のオペレーションを 3PL に対応できるように、業務の改善を行う

必要があるが、そのような改善提案が行える人材の育成が今後の課題となる。 

表 5-6 今後の課題/展望 

人材の区分 労働市場の見通し 人材育成の課題と展望 

初級 

・現在のところ需要が極端に拡大する

傾向にはない 

・加えて各社とも正規従業員として定

期的・計画的に新入社員の補充を行

っているので極端な不足が生じる恐

れはない 

中級 

・現在のところ需要が極端に拡大する

傾向にはない 

・加えて各社とも正規従業員として定

期的・計画的に人材の補充を行って

いるので極端な不足が生じる恐れは

ない 

上級 

・現在のところ需要が極端に拡大する

傾向にはない 

・加えて各社とも正規従業員として定

期的・計画的に人材の補充を行って

いるので極端な不足が生じる恐れは

ない 

・従来の倉庫業から 3PL に対応した物

流企業になるには 3PL 人材の育成

が必要となる 

・倉庫運営者においても現場のオペレ

ーションを 3PL に対応させる必要が

あり、業務の改善を行える人材を育

てる必要がある 

出所：研究会事務局作成 
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6. 倉庫サービス企画者の詳細 

 
6.1. 人材のあり方 
（１）職務内容 

倉庫企画者とはその仕事内容が大きく二つに分かれる。 
一つは新規倉庫サービスの企画、定常業務の改善に関する企画を立案し、顧客に対する

提案営業および企画商品のフォローを行う仕事で、こちらは通常『営業』と呼ばれること

が多い。 
もう一つは業務計画の策定や実績管理、業務推進上の各種管理、業務推進に係る契約締

結、精算業務など倉庫業務を統括する仕事で、こちらは『業務管理』と呼ばれることが多

い（表 6-1）。 

表 6-1 倉庫サービス企画者の職務と必要な能力 

職務 職務を遂行する際に必要な能力 レベル注

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

営業 

（企画・設計） 

【保管実績等データ収集・分

析】 

・倉庫部門の目標を理解し、

達成に向けて各顧客別の

取扱実績をデータとして収

集・整理できる 等 

【業務全般の改善】 

・倉庫サービス全体の効率化

に関わる問題・課 題を把

握、分析し、効率化に向け

て具体的な改善対策を検

討できる 等 

【顧客満足度の向上】 

・顧客満足度の向上を図るこ

とが企業競争力の強化を図

るとともに営業取引を拡大し

ていくことにあることを理解

し、行動できる 等 

【コンプライアンス】 

・倉庫業法、倉庫業法施行

令、倉庫業法施行規則、労

働基準法、労働安全衛生

法、労働派遣法を理解して

いる 

・社内規程（就業規則、倉庫

業務取扱規程など）を理解し

ている 

【物流の概念と要素】 

・物流の基本概念（経済社会

と物流、企業経営と物流、物

流管理の展開）を理解してい

る 

・ロジスティクスと基本概念（物

流とロジスティクス、ロジスティ

クスの有効性、顧客サービス

とロジスティクスコスト）を理解

している 

 

○ － －

倉庫サー

ビス企画 

補助 

業務計画 

・推進 

【物流業務計画の策定】 

・マネジメント方針、物流業務

計画部門の役割、業務項

目、業務フローを理解し、

物流業務計画案を作成で

きる 等 

【業績管理】 

・自社の経営方針を理解し、

上司の助言指導を得ながら

部門収支計画の原案作成

を行うことができる 等 

【物流管理と組織】 

・物流管理の基礎知識や物流

における安全管理を理解し

ている 

【作業管理の概要】 

・作業計画全般及び標準作業

を理解している 

・緊急対応の種類と頻度を理

解している 

【担当業務に関わる帳票様

式】 

○ － －
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レベル注職務 職務を遂行する際に必要な能力 

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

  【指標管理】 

・対象となる作業生産性指標

と必要なデータ項目を理解

し、関連部門や社内外の関

係者と打合せるなどデータ

の信頼性を高めることがで

きる 等 

【契約業務】 

・会社の経営方針や関連法

令を理解し、寄託契約に係

わる社内外への必要書類を

作成できる 等 

【精算業務】 

・契約に基づく請求の精算処

理に必要な所定の帳票（伝

票等）の作成を適正に行う

ことができる 等 

【業務改善】 

・倉庫業務管理部門や庫内

作業の効率化に関わる問

題・課題を整理し、改善に

向けての具体的な対策手

段を検討できる 等 

・入出荷指示書（伝票）、現品

管理台帳、精算帳票  等に

ついて理解している 

【現品管理の概要】 

・作業計画全般及び標準作業

を理解している 

・緊急対応の種類と頻度を理

解している 

【棚卸し数量差異の知識】 

・棚卸し数量差異の種類と頻

度を理解している 

・対応策と手順を理解している 

【情報システムの基礎知識】 

・情報システムの意義、諸段

階、情報システムの活用事

例を理解している 

【システムの運用】 

・ソフトウェアの運用上の維持・

管理、データのバックアップ

について理解している 

【情報システムの性能・障害管

理】 

・性能の把握、障害への対

応、セキュリティ、ウィルス対

策について理解している 

【クレーム処理の知識】 

・クレームの種類と頻度、対応

策と手順を理解している 

 

   

倉庫サー

ビス企画 

実務 

営業 

（企画・設計） 

【保管実績等データ収集・分

析】 

・倉庫部門の目標達成に向

けて、顧客の取扱実績の現

状を客観的データにより把

握・整理できる 等 

【倉庫営業の企画立案】 

・倉庫業務の役割と形態に

関する知識及び保管、荷役

料金を把握できる 等 

【企画・設計のマネジメント】 

・会社の経営戦略に沿った

倉庫サービスの構築のため

の目標設定、プロセス、成

果を達成する明確なビジョ

ンに基づく業務遂行の計画

を作成できる 等 

【情報システムの構築】 

・倉庫部門における情報シス

テムの役割を理解し、会社

【作業事故・災害事例】 

・作業事故や災害の事例を知

っている 

【モラール向上と意識改革】 

・モラールサーベイ、モラール

管理と意識改革について理

解している 

【点検・保全の概要】 

・計画全般及び標準点検・保

全について理解している 

・緊急対応の種類と頻度、緊

急措置マニュアルについて

理解している 

【最適保全計画】 

・事前研究、保全データの整

備と活用について理解して

いる 

・保全費用の見積りや保全周

期の決定について理解して

いる 

－ ○ －
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レベル注職務 職務を遂行する際に必要な能力 

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

 と業界の動向を把握し、そ

の影響と効果を考え計画を

立案できる 等 

【設備計画の策定】 

・倉庫における寄託品の内

容、特性、レイアウトなどを

把握し、顧客ニーズや庫内

作業改善など総合的に判

断した設備計画を立案でき

る 等 

【業務全般の改善】 

・倉庫サービス全体に関わる

効率化における問題・課題

を把握、整理し、上司との

報告・連絡・相談をもとに、

業務の改善策を作成できる

等 

【顧客満足度の向上】 

・顧客満足度の指標として客

観的データに基づき顧客の

取扱実績を把握・整理し、

業務に活かせる 等 

【保全実施手順】 

・日常保全や予防保全・事後

保全の実施手順を理解して

いる 

・シャットダウン保全について

理解している 

【検査と異常措置】 

・検査の役割と種類、原因遡

及と検査記録、不良箇所の

措置について理解している 

【トラブル処理の概要】 

・トラブルの種類と頻度、対応

策と手順について理解して

いる  

・緊急対応の種類と頻度につ

いて理解している 

【ユニットロードシステム】 

・パレチゼーション、コンテナリ

ゼーション及び関連ＪＩＳにつ

いて理解している 

 

    

業務計画 

・推進 

【物流業務計画の策定】 

・マネジメント方針、業務項

目、業務フローに精通し、

物流業務計画の作成のポ

イントを把握するとともに部

下に対して作成の指示をで

きる 等 

【業績管理】 

・自社の経営方針や過去の

実績を参考とし、上司との

報告・連絡・相談を踏まえた

部門収支計画の原案作成

を部下に指示し、そのフォロ

ーアップを行うことができる

等 

【指標管理】 

・物量を予測または把握し、

作業量への置き換えができ

る。また、各作業の標準作

業時間を把握できる 等 

【契約業務】 

・会社の経営戦略を部下に

伝え、契約締結に対応する

よう部下に指導し、管理でき

る 等 

【精算業務】 

・所定のルールに従った請

【ユニットロード機材】 

・パレット、ロールボックスパレ

ット、通い箱について理解し

ている 

【科学的管理法】 

・経営工学（ＩＥ）、価値工学（Ｖ

Ｅ）、品質工学（ＱＥ）につい

て理解している 

【品質マネジメントシステム

（ISO9000s）】 

・ISO9000 について理解して

いる 

－ ○ －
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レベル注職務 職務を遂行する際に必要な能力 

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

  求・下払いの精算業務の経

理処理手続きに精通し、手

続きが正しく行われている

かを常に確認できる 等 

【業務改善】 

・経営方針や顧客のロジステ

ィクスに照らして効率化にお

ける問題・課題を分析、検

討し、問題解決を図ることが

できる 等 

    

倉庫サー

ビス企画 

推進 

営業 

（企画・設計） 

【保管実績等データ収集・分

析】 

・倉庫部門の目標達成に向

けて、客観的データにより

顧客の取扱実績の現状を

把握・整理できる 等 

【倉庫営業の企画立案】 

・倉庫業務の役割と形態に

関する知識及び保管、荷役

料金を把握できる 等 

【企画・設計のマネジメント】 

・会社の経営戦略に沿った

倉庫サービスの構築のため

の目標設定、プロセス、成

果それぞれのマネジメントを

適切に行える 等 

【情報システムの構築】 

・会社の経営戦略や目標を

踏まえ、情報システム構築

の制約条件を整理したうえ

で計画を立案できる 等 

【設備計画の策定】 

・顧客のニーズ、寄託品の内

容、特性などを把握し、作

業性、安全性、防災面の機

能強化や投資効果等、多

面的な角度から検討し計画

を策定できる 等 

【業務全般の改善】 

・前例や慣行にとらわれるこ

となく、斬新なアイデアで倉

庫業務の効率化に有効な

情報システムの導入検討を

積極的に行える 等 

【顧客満足度の向上】 

・顧客ロジスティクスや業界

の動向の情報を的確に把

握し、自社の経営方針を踏

まえた顧客満足度の向上を

 

－ － ○
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レベル注職務 職務を遂行する際に必要な能力 

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

 図ることができる 等      

業務計画 

・推進 

【物流業務計画の策定】 

・マネジメント方針、業務項

目、業務フローに照らし、作

成された物流業務計画案

に問題があるかないかを判

断できる 等 

【業績管理】 

・自社の経営方針に立脚した

部門収支計画の策定方針

を示すとともに、部下の作成

した収支計画案の妥当性を

チェックできる 等 

 

－ － ○

 
注：○主に行うもの、△補助的に行うもの、－行わないもの 

出所：厚生労働省『包括的職業能力評価制度』（ロジスティクス分野・倉庫業）より抜粋 
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（２）人材の要件 
この職種の人材要件としては、資格と資質両面がある（表 6-2）。資格は必須ではないが、

最近では提案力の強化のため物流技術管理士の資格取得を推奨している企業もある。 
また通関や国際物流を手がける企業では通関士や国際物流管理士の資格取得が推奨され

ている。 
また資質面では『営業』では交渉力やプレゼンテーション力が必要とされ、『業務管理』

では目標設定・管理力や判断力といったものが必要となる。 

表 6-2 倉庫サービス企画者の人材要件 

職務 人材要件 レベル注

名称 内容 基本的な資質・能力等 資格等 初級 中級 上級

営業 

（企画・設計） 
物流技術管理士 △ △ △

倉庫サー

ビス企画

補助 

業務計画 

・推進 

通関士 

（通関業務を行う場合） 
△ △ △

国際物流管理士 △ △ △

営業 

（企画・設計） 

物流技術管理士 △ △ △
倉庫サー

ビス実務 

営業 

（企画・設計） 

通関士 

（通関業務を行う場合） 
△ △ △

国際物流管理士 △ △ △
営業 

（企画・設計） 
物流技術管理士 △ △ △

倉庫サー

ビス推進 

営業 

（企画・設計） 

特に採用においては以下の

資質を重視することが多い
5

 

目標設定・管理力：適切な

ビジョンや目標を設定し、

周囲を巻き込んで達成に向

かわせ、そのプロセスや結

果を検証・改善していくこ

とができる（例：事業計画

を立てることができる） 

 

判断力：さまざまな事柄や

リスクを考慮し、時機を逃

さず判断することができる

 

指導・育成力：自分の属す

るグループのメンバの状況

を理解し、一人一人に合わ

せた適切な助言・指導がで

きる 

 

情報収集力：自社の環境に

おける変化をとらえ、新し

い情報を幅広い分野から収

集することができる（例：

社内外の情報を活用するこ

とができる） 

 

交渉力：相手の立場、組織

の構造を理解した上で、利

害を調整することができる

（例：荷主と様々な条件に

ついて交渉することができ
通関士 

（通関業務を行う場合） 
△ △ △

                                                 
5 出所：経済産業省『人材ニーズ調査』（2004 年） 
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レベル注職務 人材要件 

名称 内容 基本的な資質・能力等 資格等 初級 中級 上級

  る） 

 

プレゼンテーション力：適

切な表現や資料などを使っ

て、効果的に提案すること

ができる（例：荷主に対し

て改善提案を行うことがで

きる） 

    

注：○必ず必要、△望ましい、－必要ない 

出所：研究会事務局作成 

 
（３）人材の区分 

この職種は、職務遂行能力や資格の保有状況から、初級、中級、上級に区分することが

できる（表 6-1、表 6-2参照）。 
 

① 初級 

初級とは、中級の倉庫サービス企画者の指示の下で営業及び業務管理を行うものである。

『包括的職業能力評価制度』では倉庫運営者をある程度経験したものが、この職に就くこ

とになっているが、実際には新卒であまり経験のないまま営業や業務管理の職に就く場合

もある。 
職務内容は『営業』の場合は荷主とのやり取りやそれに伴う倉庫運営者とのやり取りが

中心であり、『業務管理』の場合はそれに伴う事務手続きを行うことが多い。 
倉庫サービス企画者の大半はこの初級に属する。 

 
② 中級 

中級とは、倉庫サービス企画の主体となる者で、倉庫サービス企画の上級から命令を受

けながら、倉庫サービス企画の初級や倉庫運営者に指示を出す立場にある。 
『営業』の場合は顧客単位での責任者である場合が多く、『業務管理』においても個々の

業務における管理者となるため、高度な判断を必要とされる場合が多い。 
課長と呼ばれることが多く、各拠点に数名いる程度である。 

 
③ 上級 

上級とは、会社の方針に従いながら『営業』活動及び『業務管理』活動を統括するもの

である。 
大抵が部門あるいは拠点の責任者であることが多く、職務においては部門全体の意思決

定を行うことが多い。 
部長や支店長と呼ばれることが多く、拠点には 1～3 名程度しかいない。 
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（４）労働市場の特徴 
この職種の労働市場において必要とされる要件は、他の業界の新規学卒（総合職）の採

用と同様である（表 6-3）。 

表 6-3 労働市場の特徴 

人材の区分 雇用・求人状況 年齢 性別 学歴等 賃金等 

初級 

【雇用状況】 

・倉庫会社に正規従業員

として雇用されるケースが

大半である 

【需給ギャップ】 

・職種ごとの採用ではない

全社一括採用が多く、ま

た計画的に採用・配置さ

れているため不足感は少

ない 

・20 代後半

から 30 代

が多い 

・現状では

在職者は

男性が多

い 

・倉庫サー

ビス企画

者に限ら

ず、新規

学卒（総合

職）は大卒

に限定して

いる場合

が多い 

 

・ 年 収 で は

400 万 円

～ 500 万

円 台 が 多

い 

中級 

【雇用状況】 

・倉庫会社に正規従業員

として雇用されるケースが

大半である 

【需給ギャップ】 

・不足感はない 

・40 代～50

代が多い 

・現状では

在職者は

男性が多

い 

・中途では

不問である

（むしろ職

歴が重視

される） 

・年収では

500万円以

上が多い 

上級 

【雇用状況】 

・倉庫会社に正規従業員

として雇用されるケースが

大半である 

【需給ギャップ】 

・不足感はない 

・50 代が多

い 

・現状では

在職者は

男性が多

い 

・中途では

不問である

（むしろ職

歴が重視

される） 

 

出所：経済産業省『人材ニーズ調査』（2004 年） 

 
（５）将来の見通し 

倉庫サービス企画者は倉庫運営者と同様に、倉庫内作業者と比較すると必要とされる人

数は少ない。加えて各社とも新規学卒を計画的・定期的に採用しているため、極端な不足

は発生しないと思われる。 
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6.2. 人材育成のあり方 
 
（１）入職及びキャリアアップ 

人材の区分毎に見た入職ルート（キャリアアップを含む）は、表 6-4の通りである。 
倉庫サービス企画者のほとんどは正規従業員であり、大抵の企業においては倉庫運営者

の初級や中級から異動してくる場合が多いが、新卒でいきなり倉庫サービス企画者になる

場合もある。入職後は初級⇒中級⇒上級とキャリアアップしていく。 
また中途で採用する場合は業界経験者を中級で採用する場合が多く、その場合は同業他

社から採用することになる。 

表 6-4 入職（キャリアアップを含む）の特徴 

人材の区分 入職ルートと採用・昇格要件 
必要な経験

年数 

経験が活かせる 

他の業種・職種 

初級 

【入職ルート】 

・倉庫運営者の初級や中級から昇格

するケースが多い 

・いきなり新卒で配置される場合もあ

る 

【採用要件】 

・特に資格は必要とされない 

2～3 年（入

職⇒初級） 

 

未経験者の中途採用

はほとんど行っていな

いため、他の業界の

経験はあまり活かせ

ない 

 

中級 

【入職ルート】 

・初級からの昇格 

・経験者の中途採用（同業他社） 

【採用・昇格要件】 

・上司の指示なく一通り行うには少な

くとも５年以上のキャリアが必要であ

る 

5 年以上（初

級⇒中級） 

 

未経験者の中途採用

はほとんど行っていな

いため、他の業界の

経験はあまり活かせ

ない 

上級 

【入職ルート】 

・中級からの昇格 

【採用・昇格要件】 

・倉庫全体を統括するには中級として

少なくとも５年以上のキャリアが必要

である 

5 年以上（中

級⇒上級） 

未経験者の中途採用

はほとんど行っていな

いため、他の業界の

経験はあまり活かせ

ない 

出所：研究会事務局作成 
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（２）人材育成 
人材の区分毎に見た人材育成の実施状況は、表 6-5の通りである。 
OJT や階層別研修は他の業界と似た内容であるが、テーマ別研修や資格取得に関しては

業界団体が提供する各種カリキュラムを利用することが多い。 

表 6-5 人材育成の特徴 

人材の区分 人材育成の実施状況 主なカリキュラム 外部機関等の活用 

初級 

【入職】 

・入職においては特に職

業訓練は必要ない（倉庫

運営者からの昇格が多い

ので、そちらである程度

の実務経験は積んでい

る） 

【能力開発】 

・日々の業務は OJT を通し

て教える 

・テーマ別研修や資格取

得のための支援も行って

いる 

【レベルアップ】 

・階層別研修を行っている

（中堅社員研修） 

中級 

【能力開発】 

・日々の業務は OJT を通し

て教える 

・テーマ別研修や資格取

得のための支援も行って

いる 

【レベルアップ】 

・階層別研修を行っている

（新任管理者研修） 

上級 

【能力開発】 

・テーマ別研修や資格取

得のための支援も行って

いる 

【レベルアップ】 

・階層別研修を行っている

（経営者研修） 

【OJT】 

・日々の業務を遂行するに

当たって、最初に先輩や

上司が手本を示す 

・業務手順がマニュアル化

されている場合もある 

 

【テーマ別研修】 

（JILS では以下のようなセミ

ナーを実施している） 

・サードパーティロジスティ

クスセミナー 

・物流 ABC 活用による物

流作業料金の決め方 

・「物流提案営業の進め

方」実践セミナー 

・提案型営業による顧客開

拓セミナー 

 等 

 

【資格取得】 

・物流技術管理士 

・国際物流管理士 

・通関士 

 

【階層別研修】 

・内容は他の業界と同じ 

【日本倉庫協会】 

・物流コスト ABC 等の各

種セミナー 

 

【日本ロジスティクスシステ

ム協会（JILS）】 

・各種のセミナー 

・物流技術管理士 等の資

格 

 

【JIFFA】 

・国際複合輸送士資格認

定講座 

出所：研究会事務局作成 
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（３）人材の区分別の状況 
 

① 初級 

初級の入職ルートは倉庫運営者の初級や中級からの昇格が一般的であるが、企業によっ

ては新卒がいきなり配属される場合もある。 
社内の異動以外では中途採用を行っている場合もあるが、その場合は経験者が対象であ

り、未経験者の中途採用はあまり行われていない。 
中途採用を行う場合は自社のホームページや新聞・雑誌等を用いた直接募集、あるいは

民間の職業紹介事業者を通じて行う間接募集が一般的である。 
初級は一般に、実務経験を通じて中級へのキャリアアップを目指す。初級の能力要件等

を満たすには、倉庫運営者にて 2～3 年程度の実務経験を要する。 
入職後は OJT を通して日々の業務を覚え、技能・知識を身につけるだけでなく、テーマ

別の研修や資格取得によりより深く学ぶこともできる。 
 

② 中級 

倉庫サービス企画者の中級は課長と呼ばれることが多く、初級から昇格する場合は初級

において最低でも 5 年程度の実務経験を要する。年齢では 40 代～50 代が一番多い。 
入職ルートの大半は初級からの昇格で、経験者の中途採用はほとんどない。これは所長

という立場上、自社の業務を熟知している必要があるからである 
入職後は中級と同じく、テーマ別研修、資格取得を通して技能や知識を身につけるが、

管理者としての立場上あまりまとまった時間が取れないのが実情である。 
 
③ 上級 

倉庫サービス企画者の上級は部長や支店長と呼ばれており、中級から昇格する場合は中

級において最低でも 5 年程度の実務経験を要する。年齢では 50 代が一番多い。 
入職ルートの大半は中級から昇格で、経験者の中途採用はほとんどない。これは部門の

長という立場上、中級以上に自社の業務を熟知している必要があるからである。 
入職後は中級と同じく、テーマ別研修、資格取得を通して技能や知識を身につけるが、

統括責任者としての立場上あまりまとまった時間が取れないのが実情である。 
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（４）今後の課題と展望 
 
倉庫業の市場は現在のところエラー! 参照元が見つかりません。のような低成長であり、

今後、倉庫サービス企画者に対する需要が極端に拡大する傾向にはないと考えられる。ま

た倉庫サービス企画者の確保に関しては各社とも定期的・計画的に採用を実施しており、

極端な不足は生じないと考えられる。 

他方人材の質的な面でみると、『（３）中長期の見通し』で示したように倉庫会社におい

ても 3PLに対応することが求められており、それに伴った人材育成が必要である。 

特に倉庫サービス企画者の『営業』は従来の倉庫サービスにとらわれず、物流の全体最

適の観点から提案営業を行う必要があり、そのような能力を持った人材の育成が急務とな

る。 

また倉庫サービス企画者の『業務管理』においても管理手法を 3PL に対応できるように

改める必要があり、そのような業務改善が行える人材の育成が今後の課題となる。 

表 6-6 今後の課題/展望 

人材の区分 労働市場の見通し 人材育成の課題と展望 

初級 

・現在のところ需要が極端に拡大する

傾向にはない 

・加えて各社とも正規従業員として定

期的・計画的に新入社員の補充を行

っているので極端な不足が生じる恐

れはない 

中級 

・現在のところ需要が極端に拡大する

傾向にはない 

・加えて各社とも正規従業員として定

期的・計画的に人材の補充を行って

いるので極端な不足が生じる恐れは

ない 

上級 

・現在のところ需要が極端に拡大する

傾向にはない 

・加えて各社とも正規従業員として定

期的・計画的に人材の補充を行って

いるので極端な不足が生じる恐れは

ない 

・従来の倉庫業から 3PL に対応した物

流企業になるには 3PL 人材の育成

が必要となる 

・倉庫サービス企画者の『営業』にお

いては 3PL に対応した提案営業を行

える人材を育てる必要がある 

・倉庫サービス企画者の『業務管理』

においても 3PL に対応させる必要が

あり、そのための業務改善を行える

人材を育てる必要がある 

出所：研究会事務局作成 
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7. ロジスティクスシステム設計者の詳細 

 
7.1. 人材のあり方 
（１）職務内容 

ロジスティクスシステム設計者とはサードパーティロジスティクス（3PL）として、ロ

ジスティクスシステムに関する専門的な知見を活かし、経営的観点から顧客のロジスティ

クスを分析し、問題・課題の抽出を行い、運送システム、倉庫システム、物流情報システ

ムを統合したロジスティクスシステムのソリューションを立案、提案するものである（表 
7-1）。 

この職種は倉庫業だけでなく運送業にも共通する職種である。 

表 7-1 ロジスティクスシステム設計者の職務と必要な能力 

職務 職務を遂行する際に必要な能力 レベル注

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

ロジステ

ィクスシ

ステムデ

ザイン実

務 

業務運営 

【マーケティングと３ＰＬサー

ビスの考案】 

・自社または担当部署のマー

ケティング戦略に基づき、マ

ーケティング・プログラムを

立案し、マーケティング活動

を組織的に実施できる 等 

【顧客診断】 

・顧客との関係性を長期的に

維持・強化するプログラムを

考案し、それを具体策に落

とし込んで推進できる 等 

【運送システムの立案】 

・運送システムの改善事例と

それぞれの目的・効果を収

集・整理し、ロジスティクスシ

ステム全体への影響を考察

したうえで、自社への適用

を試みることができる 等 

【倉庫システムの立案】 

・倉庫システムの改善事例と

それぞれの目的・効果を収

集・整理し、ロジスティクスシ

ステム全体への影響を考察

したうえで、自社への適用

を試みることができる 等 

【物流情報システムの立案】 

・物流情報システムの改善事

例とそれぞれの目的・効果

を収集・整理し、ロジスティ

クスシステム全体への影響

【物流の概念と要素】 

・物流の基本概念（経済社会

と物流、企業経営と物流、物

流管理の展開）を理解してい

る 

・ロジスティクスと基本概念（物

流とロジスティクス、ロジスティ

クスの有効性、顧客サービス

とロジスティクスコスト）を理解

している 

【物流管理と組織】 

・物流管理の基礎知識や物流

における安全管理を理解し

ている 

【作業管理の概要】 

・作業計画全般及び標準作業

を理解している 

・緊急対応の種類と頻度を理

解している 

【ユニットロードシステム】 

・パレチゼーション、コンテナリ

ゼーション及び関連ＪＩＳにつ

いて理解している 

【ユニットロード機材】 

・パレット、ロールボックスパレ

ット、通い箱について理解し

ている 

【科学的管理法】 

・経営工学（ＩＥ）、価値工学（Ｖ

Ｅ）、品質工学（ＱＥ）につい

て理解している 

－ ○ －
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レベル注職務 職務を遂行する際に必要な能力 

名称 内容 技能 知識 初級 中級 上級

  を考察したうえで、自社へ

の適用を試みることができる

等 

【ソリューション提案営業】 

・抽出した問題・課題を整理

し、解決すべき問題・課題

を絞り、優先順位付けを行

い、目標を定めたうえでソリ

ューションを立案できる 等 

【情報システムの基礎知識】 

・情報システムの意義、諸段

階、情報システムの活用事

例を理解している 

 

【品質マネジメントシステム

（ISO9000s）】 

・ISO9000 について理解して

いる 

   

ロジステ

ィクスシ

ステムデ

ザイン推

進 

 

【マーケティングと３ＰＬサー

ビスの考案】 

・マーケティング活動を個々

の担当者に任せるのではな

く、担当部署のマーケティン

グ活動を組織化し、全体を

コントロールできる 等 

【顧客診断】 

・顧客シェアと生涯価値（顧

客の長期的売上）の観点か

ら、顧客関係性を常に評価

できる 等 

【ソリューション提案営業】 

・運送や倉庫、物流情報の

部分最適化ではなく、顧客

のロジスティクスシステム全

体を見据えた全体最適化を

図ることができる 等 

 

－ － ○

 
注：○主に行うもの、△補助的に行うもの、－行わないもの 

出所：厚生労働省『包括的職業能力評価制度』（ロジスティクス分野・倉庫業）より抜粋 
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（２）人材の要件 
この職種の人材要件としては、資格と資質両面がある（表 7-2）。資格は必須ではないが、

最近では提案力の強化のため物流技術管理士やロジスティクス経営士の資格取得を推奨し

ている企業もある。 
また資質面では対荷主の面で交渉力やプレゼンテーション力が必要とされ、またプロジ

ェクトを管理するためには目標設定・管理力や判断力といったものが必要となる。 

表 7-2 ロジスティクスシステム設計者の人材要件 

職務 人材要件 レベル注 

名称 内容 基本的な資質・能力等 資格等 初級 中級 上級

物流技術管理士 △ △ △

ロジスティ

クスシステ

ムデザイン

実務 

 

国際物流管理士 △ △ △

ロジスティクス経営士 △ △ △

物流技術管理士 △ △ △

ロジスティ

クスシステ

ムデザイン

推進 

 

特に採用においては以下の

資質を重視することが多い
6

 

目標設定・管理力：適切な

ビジョンや目標を設定し、

周囲を巻き込んで達成に向

かわせ、そのプロセスや結

果を検証・改善していくこ

とができる（例：プロジェ

クトを管理できる） 

 

判断力：さまざまな事柄や

リスクを考慮し、時機を逃

さず判断することができる

 

指導・育成力：自分の属す

るグループのメンバの状況

を理解し、一人一人に合わ

せた適切な助言・指導がで

きる 

 

情報収集力：自社の環境に

おける変化をとらえ、新し

い情報を幅広い分野から収

集することができる（例：

社内外の情報を活用するこ

とができる） 

 

交渉力：相手の立場、組織

の構造を理解した上で、利

害を調整することができる

（例：荷主と様々な条件に

ついて交渉することができ

国際物流管理士 △ △ △

                                                 
6 出所：経済産業省『人材ニーズ調査』（2004 年） 
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職務 人材要件 レベル注 

名称 内容 基本的な資質・能力等 資格等 初級 中級 上級

  る） 

 

プレゼンテーション力：適

切な表現や資料などを使っ

て、効果的に提案すること

ができる（例：荷主に対し

て改善提案を行うことがで

きる） 

    

注：○必ず必要、△望ましい、－必要ない 

出所：研究会事務局作成 

 
（３）人材の区分 

この職種は、職務遂行能力や資格の保有状況から中級、上級に区分することができる（表 
7-1、表 7-2参照）。 

 
① 中級 

中級とは、上級のロジスティクスシステム設計者の指示の下で顧客診断を行い、ソリュ

ーション提案を行うものである。 
職務遂行においては特に資格等は必要とされないが、物流技術管理士やロジスティクス

経営士の資格取得を推奨している企業もある。 
ロジスティクスシステム設計者の大半がこの中級に属する。 

 
② 上級 

上級とは、顧客に対して顧客診断を行い、ソリューション提案を行う際の責任者となる

ものである。 
職務遂行においては特に資格等は必要とされないが、物流技術管理士やロジスティクス

経営士の資格取得を推奨している企業もある。 
ロジスティクスシステム設計者の上級は 1 社に数人いる程度である。 
 

 
 

 58



 

（４）労働市場の特徴 
この職種の労働市場の特徴は他の業界の総合職の採用と同程度である（表 7-3）。 

表 7-3 労働市場の特徴 

人材の区分 雇用・求人状況 年齢 性別 学歴等 賃金等 

中級 

【雇用状況】 

・物流会社に正規従業員

として雇用される 

・コンサルティング会社に

正規従業員として採用さ

れる 

・情報システム会社やマテ

ハン機器会社に正規従

業員として採用される 

【需給ギャップ】 

・不足している 

・30 代～40

代が多い 

・現状では

在職者は

男性が多

い 

・大卒（ただ

し学歴より

も職歴が

重視され

る） 

・500 万～

1000 万 

上級 

【雇用状況】 

・物流会社に正規従業員

として雇用される 

・コンサルティング会社に

正規従業員として採用さ

れる 

・情報システム会社やマテ

ハン機器会社に正規従

業員として採用される 

【需給ギャップ】 

・不足している 

・40 代～50

代が多い 

・現状では

在職者は

男性が多

い 

・大卒（ただ

し学歴より

も職歴が

重視され

る） 

・1000 万以

上 

出所：研究会事務局作成 

 
（５）将来の見通し 

倉庫業者から物流業者に脱皮するためにはロジスティクスシステム設計者の確保が必須

であるが、ロジスティクスシステム設計者の絶対数が少なく、各社とも確保に苦労してい

る。 
ロジスティクスシステム設計者は倉庫業務だけでなく、運送も含めた物流業務全般に対

する識見が必要であるため、総合物流事業者でないとそれらの人材を育成することは難し

く、将来においても不足すると考えられる。 
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7.2. 人材育成のあり方 
 
（１）入職及びキャリアアップ 

人材の区分毎に見た入職ルート（キャリアアップを含む）は、表 7-4の通りである。 
ロジスティクスシステム設計者のほとんどは正規従業員であるが、新規学卒でいきなり

配属されることはなく、入職後他の職種を経験してから、中級に配属されることが多い。 
特に倉庫業だけでなくロジスティクスシステム全体に関する知識・経験が必要なため、

倉庫専業の企業においては総合物流業者やコンサルティング会社から中途で採用する場合

もある。 
 

表 7-4 入職（キャリアアップを含む）の特徴 

人材の区分 入職ルートと採用・昇格要件 
必要な経験

年数 

経験が活かせる 

他の業種・職種 

中級 

【入職ルート】 

・倉庫サービス企画者の初級や中級

からの異動 

・経験者の中途採用（総合物流事業

者やコンサルティング会社から） 

【採用・昇格要件】 

・コンサルティング行うには少なくとも

業界で１０年以上のキャリアが必要

である（複数の部署を経験している

ほうが良い） 

10 年以上

（⇒中級） 

 

未経験者の中途採用

はほとんど行っていな

いため、他の業界の

経験はあまり活かせ

ない 

上級 

【入職ルート】 

・中級からの昇格 

・経験者の中途採用（総合物流事業

者やコンサルティング会社から） 

【採用・昇格要件】 

・倉庫全体を統括するには中級として

少なくとも５年以上のキャリアが必要

である 

5 年以上（中

級⇒上級） 

未経験者の中途採用

はほとんど行っていな

いため、他の業界の

経験はあまり活かせ

ない 

出所：研究会事務局作成 
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（２）人材育成 
人材の区分毎に見た人材育成の実施状況は、表 7-5の通りである。 
OJT や階層別研修は他の業界と似た内容であるが、テーマ別研修や資格取得に関しては

業界団体が提供する各種カリキュラムを利用することが多い。 

表 7-5 人材育成の特徴 

人材の区分 人材育成の実施状況 主なカリキュラム 外部機関等の活用 

中級 

【入職】 

・入職においては特に職

業訓練は必要ない（社内

あるいは前職で実務経験

は積んでいる） 

【能力開発】 

・テーマ別研修や資格取

得のための支援も行って

いる 

【レベルアップ】 

・階層別研修を行っている

（新任管理者研修） 

上級 

【能力開発】 

・テーマ別研修や資格取

得のための支援も行って

いる 

【レベルアップ】 

・階層別研修を行っている

（経営者研修） 

【テーマ別研修】 

（JILS では以下のようなセミ

ナーを実施している） 

・サードパーティロジスティ

クスセミナー 

・物流 ABC 活用による物

流作業料金の決め方 

・「物流提案営業の進め

方」実践セミナー 

・提案型営業による顧客開

拓セミナー 

 等 

 

【資格取得】 

・物流技術管理士 

・簿記 

 

【階層別研修】 

・内容は他の業界と同じ 

【日本倉庫協会】 

・倉庫管理主任者 

・物流コスト ABC 

 

【日本ロジスティクスシステ

ム協会（JILS）】 

・各種のセミナー 

・物流技術管理士 等の資

格 

 

【JIFFA】 

・国際複合輸送士資格認

定講座 

出所：研究会事務局作成 
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（３）人材の区分別の状況 
 
① 中級 

ロジスティクスシステム設計者の中級は課長クラスに相当し、物流業界において最低で

も 10 年程度の実務経験を要する。年齢では 30 代～40 代が一番多い。 
入職ルートは大きく二つあり、倉庫サービス企画者からの昇格で、もう一つは総合物流

会社や物流関係のコンサルティング会社からの経験者の中途採用である。 
経験者の中途採用の場合は自社のホームページや新聞・雑誌等を用いた直接募集、ある

いは民間の職業紹介事業者を通じて行う間接募集が一般的である。 
入職後は他の倉庫サービス企画者と同じく、OJT やテーマ別研修、資格取得を通して技

能や知識を身につける。他者との差別化を図るため物流技術管理士やロジスティクス経営

士の資格の取得を奨励している企業もある。 
 
② 上級 

ロジスティクスシステム設計者の上級は部長クラスに相当する、中級から昇格する場合

は、中級において最低でも 5 年程度の実務経験を要する。年齢では 40 代～50 代が一番多

い。 
入職ルートは大きく二つあり、倉庫サービス企画者からの昇格で、もう一つは総合物流

会社や物流関係のコンサルティング会社からの経験者の中途採用である。 
経験者の中途採用の場合は自社のホームページや新聞・雑誌等を用いた直接募集、ある

いは民間の職業紹介事業者を通じて行う間接募集が一般的である。 
入職後は中級と同じく、テーマ別研修、資格取得を通して技能や知識を身につけるが、

責任者としての立場上あまりまとまった時間が取れないのが実情である。 
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（４）今後の課題と展望 
 
『2.2.(3)中長期の見通し』で示したように倉庫会社においても 3PL に対応することが求

められており、ロジスティクスシステム設計者はその核をなす人材である。倉庫会社にお

いてはロジスティクスシステム全体の設計を行う人材はあまりいないため、総合物流業者

やコンサルティング会社からの中途採用を中心に人材の確保を行っているが、絶対数が少

ないため、不足する恐れがある。 

外部からの人材確保が十分に行えない場合は、現状の職種の中で業務内容が似ている倉

庫サービス企画者を、ロジスティクスシステム設計者に育成するのが現実的であると考え

られる。 

そのためには倉庫サービス企画者に対して、倉庫サービスだけでなくロジスティクスシ

ステム全体に対する提案力を備えさせることが必要となる。 

表 7-6 今後の課題/展望 

人材の区分 労働市場の見通し 人材育成の課題と展望 

中級 

・倉庫業においても 3PL に対応する必

要があるため、需要は拡大している 

・もともと倉庫業者にはロジスティクス

システム全体の設計を行う人材はあ

まりいないため、総合物流業者やコ

ンサルティング会社からの中途採用

を中心に人材の確保を行っている

が、絶対数が少ないため、不足する

恐れがある 

上級 

・倉庫業においても 3PL に対応する必

要があるため、需要は拡大している 

・もともと倉庫業者にはロジスティクス

システム全体の設計を行う人材はあ

まりいないため、総合物流業者やコ

ンサルティング会社からの中途採用

を中心に人材の確保を行っている

が、絶対数が少ないため、不足する

恐れがある 

・現状の職種の中で業務内容が似て

いる倉庫サービス企画者をロジスティ

クスシステム設計者に育成するの

が、現実的である 

・そのためには倉庫サービス企画者に

対して倉庫サービスだけでなくロジス

ティクスシステム全体に対する提案

力を備えさせることが必要となる 

出所：研究会事務局作成 
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8. 人材マップ及び人材育成計画 

 
 職種別に、人材マップ及び人材育成計画の詳細を、下表にまとめて示す。 
 
8.1. 倉庫内作業者 
（１）人材マップ 
 

職務内容
（タスク名称） 技能面（××ができる） 知識（××を知っている）

入荷・保管・出
荷：

【入出荷作業】
・入出荷作業の計画とその作業指示書に基づく点検、荷受け、庫内搬
入、搬出の手続き内容とその作業方法を理解し、作業を適正に遂行で
きる　等
【保管作業】
・保管貨物のロケーション管理、棚卸し、在庫数量チェック、異状確認
の方法、手順及び所定の手続きを理解し、作業を適正に遂行できる
等
【定温保管作業】
・定温保管貨物のロケーション管理、棚卸し、在庫数量チェック、異状
確認の方法、手順及び所定の手続きを理解し、作業を適正に遂行でき
る　等
【危険品保管作業】
・危険品保管貨物のロケーション管理、棚卸し、在庫数量チェック、異
状確認の方法、手順及び所定の手続きを理解し、作業を適正に遂行
できる　等
【ピッキング・仕分け作業】
・出荷指示に基づく保管貨物のピッキング・仕分け作業の方法、手順及
び情報処理手続きを正しく理解し、作業を適正に遂行できる　等

【コンプライアンス】
 ・倉庫業法、倉庫業法施行令、倉庫業法施行規則、労働基準法、労
働安全衛生法、社会保険関係法規、下請法、労働者派遣法　等の関
連する法規制を理解している
 ・社内規程（就業規則、倉庫業務取扱規程など）を理解している
【倉庫作業の概要】
 ・作業計画全般や標準作業を理解している
 ・緊急対応の種類と頻度を理解している
【社外戦力の適正な運用】
 ・作業指示・命令、作業完了確認の手順を理解している
【情報システムの基礎知識】
 ・情報システムの意義、諸段階、情報システムの活用事例を理解して
いる
【ものの流れの分析と改善】
 ・物流システムの分析や改善手法を理解している
 ・物流コスト管理手法を理解している
 ・物流情報システムを理解している
 ・各種改善手法を理解しいてる

流通加工：

【流通加工作業】
・作業計画とその作業指示書に基づいて保管貨物の流通加工作業の
処理方法、手順及び情報処理手続きを理解し、作業を適正に行うこと
ができる　等

【モラール向上と意識改革】
 ・モラールサーベイ手法やモラール管理と意識改革について理解し
ている

入荷・保管・出
荷：

【入出荷作業】
・入出荷作業の計画とその作業指示書に基づき、パート・アルバイト員
の人員配置と作業のローテーションや処理方法・手順を部下や作業員
に対し的確に指示を行うことができる　等
【保管作業】
・保管貨物のロケーション管理、棚卸し、在庫数量チェック、異状確認
の作業方法、手順を部下や作業員に対し的確に指示できる　等
【定温保管作業】
・定温保管貨物のロケーション管理、棚卸し、在庫数量チェック、異状
確認の作業方法、手順を部下や作業員に対し的確に指示できる　等
【危険品保管作業】
・危険品保管貨物のロケーション管理、棚卸し、在庫数量チェック、異
状確認の作業方法、手順を部下や作業員に対し的確に指示できる　等
【ピッキング・仕分け作業】
・出荷指示に基づく効率的な保管貨物のピッキング・仕分け作業の方
法、手順を、部下や作業員に的確に指示できる　等
【入荷・保管・出荷作業の改善】
・倉庫入荷から出荷に至るまでの保管貨物の流れの実態を踏まえて、
実務者レベルでの効率的な作業処理方法・手順の改善を検討できる
等

【コンプライアンス】
 ・倉庫業法、倉庫業法施行令、倉庫業法施行規則、労働基準法、労
働安全衛生法、労働派遣法　等の関連する法規制を理解している
 ・社内規程（就業規則、倉庫業務取扱規程など）を理解している
【物流の概念と要素】
 ・物流の基本概念（経済社会と物流、企業経営と物流）について理解
している
 ・ロジスティクスと基本概念（物流とロジスティクス、ロジスティクスの有
効性、顧客サービスとロジスティクスコスト）について理解している
【社外戦力の適正な運用】
 ・作業指示・命令、作業完了確認手順を理解している
【普通倉庫の作業全般】
 ・作業計画全般、標準作業を理解している
 ・緊急対応の種類と頻度を理解している
 ・各種改善手法を理解している
【荷役運搬機器の知識】
 ・フォークリフトの種類と特徴、自動仕分け装置、コンベヤ類、ピッキン
グカート類、エレベーター・昇降機　などの仕組みや使用方法を理解
している
【ユニットロードシステム】
 ・パレチゼーション、コンテナリゼーション（オリコン）について理解して
いる

流通加工：

【流通加工作業】
・作業計画とその作業指示書に基づく詰め合わせ、ラベル貼り、組立、
包装作業等の流通加工作業の方法、手順を、部下や作業員に対し的
確に指示できる　等
【流通加工作業の改善】
・流通加工作業の作業段取りから包装後の情報入力までの作業実態
の流れの実態を踏まえて、実務者レベルでの効率的な作業処理方法・
手順の改善を検討できる　等

職務を遂行する際に必要な能力
レベル

初級
（上司や先輩の指
示の元で入荷・保
管・出荷や流通加
工の補助を行う／
一般社員クラス）

中級
（指示がなくとも大
半の入荷・保管・
出荷や流通加工
を行うことができる
／主任・係長クラ

ス）

 
注：関連資格については、別紙 1 を参照 

出所：研究会事務局作成 
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基本的な資質・能力 資格等

【雇用状況】
雇用形態：
・派遣会社や請負会社に所属する正社員が中心で
ある。
年齢構成：
・30代半ばから50代が多い。
男女構成：
・現状では在職者は男性が多い
学歴等：
・特に学歴は必要とされない
賃金：
・年収では300万円～500万円が多い。
【需給ギャップ】
・人材の不足感は顕著である
・新規求人倍率は上昇し、充足率は低下傾向にある
（求人倍率0.66⇒1.11、充足率38.3⇒28.7）

・フォークリフト免許
・クレーン・デリック運転士

・フォークリフト免許
・クレーン・デリック運転士
・はい作業主任者

労働市場の特徴

【雇用状況】
雇用形態：
・派遣会社や請負会社に所属する
・非正規従業員の比率が高くアルバイト・パートが6
割、派遣が1割いる
年齢構成：
・各年代にいる
男女構成：
・フォークリフト等を使う荷役業務は男性中心となる
・流通加工では女性の比率が高い
学歴等：
・特に学歴は必要とされない
賃金：
・年収では300万円未満が多い
・時給では平均900円だが、フォークリフトを作う者は
1100円を越える
【需給ギャップ】
・人材の不足感は顕著である
・新規求人倍率は上昇し、充足率は低下傾向にある
（求人倍率0.66⇒1.11、充足率38.3⇒28.7）

人材要件

特に採用においては以下の資質を重視する
ことが多い（経産省『人材ニーズ調査』より）

業務遂行力：
作業の重要度に応じてすばやく確実に業務
を遂行することができる
（例：手順通りに荷役や流通加工業務が行え
る）

協調性：
自分の属する組織・チーム全体の業績や成
長を意識して行動することができる
（例：協調作業において他人と協力できる）

責任感：
自分に与えられた課題に責任を持ち、確実
にやり遂げることができる
（例：指示通りに荷役や流通加工業務が行え
る）
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（２）人材育成計画 
 

入職ルートと採用要件 必要な経験年数 経験が活かせる業種・職種

中級
（指示がなくとも大
半の入荷・保管・
出荷や流通加工
を行うことができる
／主任・係長クラ

ス）

レベル

初級
（上司や先輩の指
示の元で入荷・保
管・出荷や流通加
工の補助を行う／
一般社員クラス）

参入について

【入職ルート】
・派遣会社や請負会社に採用される
・正社員の新卒あるいは中途で採用される
・パートやアルバイトでの採用も多い
【採用要件】
・特に資格は必要とされない
・フォークリフトやクレーンの免許があれば賃金の面
で優遇される

数ヶ月
（入職⇒初級）

他業種においてもフォークリ
フトやクレーンの利用経験が
あれば役立つ。

他業種においてもフォークリ
フトやクレーンの利用経験が
あれば役立つ。

10年～15年
（初級⇒中級）

【入職ルート】
・初級からの昇格
・経験者の中途採用
【採用・昇格要件】
・作業の段取りを初級者に指示する程度になるには
10年～15年程度のキャリアが必要となる

 
 注：教育訓練については、別紙 2 を参照 

 出所：研究会事務局作成 
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人材育成の実施状況 このレベルからのキャリアパス 今後の課題／展望
育成について

【入職】
・入職においては特に職業訓練は必要な
い
【能力開発】
・OJTが中心である
・フォークリフト等の資格取得のためには講
習が必要

レベルアップ：
・実務を通して技能や知識レベルを高
め、中級を目指す。
他の職種への異動：
・特定の傾向はない
他業種への転職：
・特定の傾向はない

採用面：
・季節変動や景気の変動による需要の変動があるた
め、今後もパートやアルバイトの活用が進展するが、
景気回復に伴い人材の確保が困難になる
・特に熟練者や長期のパートタイマーの確保が難し
くなる
・作業者を定着させるための、モチベーション向上
策が必要となる（例：非正規⇒正社員化、非正規で
も能力に見合った給与制度、非正規社員に対する
教育・訓練等）
人材育成面：
・パートやアルバイトを即戦力化する仕組みづくりが
重要となる

採用面：
・業務委託の範囲が広がることで班長や監督も不足
する
人材育成面：
・人材の確保においては初級からの育成が中心で
あるため発注元の倉庫業者と協力しながら計画的な
人材育成が必要となる

レベルアップ：
・班長や監督としての能力や人柄が認め
られれば、倉庫運営者として正社員へ登
用される場合も稀にある。
他の職種への異動：
・特定の傾向はない
他業種への転職：
・特定の傾向はない

【能力開発】
・OJTが中心である
・フォークリフト等の資格取得のためには講
習が必要
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8.2. 倉庫運営者 
（１）人材マップ 
 

職務内容
（タスク名称） 技能面（××ができる） 知識（××を知っている）

業務運営

【業務運営基礎】
・事務所側において顧客の入出荷オーダーに基づく倉庫内作業指示
とそのフォローや情報システム運用による所定の帳票類の発行と管理
等について基本的な手順や事務的手続きを正しく理解できる　等
【倉庫内作業管理】
・作業の実施手順や事務的手続きを正しく理解したうえで、上司と協調
しながら適切な作業計画案を立てることができる　等
【各種帳票処理】
・帳票処理業務の基本的な実施手順や事務的手続きを正しく理解した
うえで、帳票処理を遂行できる　等

【コンプライアンス】
・倉庫業法、倉庫業法施行令、倉庫業法施行規則、労働基準法、労
働安全衛生法、労働派遣法を理解している
・社内規程（就業規則、倉庫業務取扱規程など）を理解している
【物流の概念と要素】
・物流の基本概念（経済社会と物流、企業経営と物流、物流管理の展
開）を理解している
・ロジスティクスと基本概念（物流とロジスティクス、ロジスティクスの有
効性、顧客サービスとロジスティクスコスト）を理解している
【物流管理と組織】
・物流管理の基礎知識や物流における安全管理を理解している

現品管理

【現品管理基礎】
・現品管理の実務内容と役割を正しく理解し、棚卸し作業計画案の作
成や品質向上作業手順や事務的手続きを把握したうえで業務を遂行
できる
【棚卸し】
・棚卸しの意義や作業の実施手順、事務的手続きを正しく理解し、棚卸
し作業実施計画案を上司と協調して作成できる

【作業管理の概要】
・作業計画全般及び標準作業を理解している
・緊急対応の種類と頻度を理解している
【担当業務に関わる帳票様式】
・入出荷指示書（伝票）、現品管理台帳、精算帳票　　等について理
解している

業務運営

【倉庫内作業管理】
・作業の実施手順や事務的手続きを正しく理解したうえで、適切な作業
計画を立てることができる　等
【各種帳票処理】
・帳票処理実務の基本的な実施手順や事務的手続きを正しく理解した
うえで、部下を指導するとともに協調して帳票処理を遂行できる　等
【施設・設備の点検・保全】
・施設・設備のライフサイクル（取得・操業・廃棄）による点検・保全の役
割と課題を理解したうえで業務を遂行できる　等
【トラブルへの対応】
・倉庫運営に関わる関係法令や社内取扱規程を理解し、保管期間中ま
たはその経過後の保管継続不適貨物、差押え、未引取貨物等のトラブ
ルの対応を行うことができる　等
【倉庫内作業改善】
・倉庫内作業の実施手順や事務手続きを正しく理解し、入荷・保管・流
通加工・出荷それぞれの効率化に資する作業改善計画案を、上司の
指示に基づいて作成できる　等

【現品管理の概要】
・作業計画全般及び標準作業を理解している
・緊急対応の種類と頻度を理解している
【棚卸し数量差異の知識】
・棚卸し数量差異の種類と頻度を理解している
・対応策と手順を理解している
【情報システムの基礎知識】
・情報システムの意義、諸段階、情報システムの活用事例を理解して
いる
【システムの運用】
・ソフトウェアの運用上の維持・管理、データのバックアップについて
理解している
【情報システムの性能・障害管理】
・性能の把握、障害への対応、セキュリティ、ウィルス対策について理
解している
【クレーム処理の知識】
・クレームの種類と頻度、対応策と手順を理解している
【作業事故・災害事例】
・作業事故や災害の事例を知っている
【モラール向上と意識改革】
・モラールサーベイ、モラール管理と意識改革について理解している

現品管理

【棚卸し】
・棚卸しの意義や作業の実施手順、事務的手続きを正しく理解したうえ
で、適切な作業実施計画を作成できる　等
【保管貨物の品質維持・向上】
・保管貨物の特性（正味期限、危険物など）や貨物に対応した保管環
境（温度、湿度、換気など）を正しく理解し、自社の保管貨物に最適な
品質維持・向上を図ることができる　等

【点検・保全の概要】
・計画全般及び標準点検・保全について理解している
・緊急対応の種類と頻度、緊急措置マニュアルについて理解している

業務運営

【倉庫内作業管理】
・保管物量、作業計画、当日の作業内容を把握し、作業計画と労働力
配置に支障をきたさないよう部下に指示できる　等
【各種帳票処理】
・帳票処理業務の基本的な実施手順や事務的手続きが適正に行われ
ているかどうかを確認し、問題のある場合に部下に対して適正な方法・
手順を指導できる　等
【施設・設備の点検・保全】
・施設・設備のライフサイクル（取得・操業・廃棄）による点検・保全の役
割と課題を理解したうえで職務を遂行できる　等
【トラブルへの対応】
・倉庫運営に関わる関係法令や社内取扱規程を理解し、保管期間中ま
たはその経過後の保管継続不適貨物、差押え、未引取貨物等のトラブ
ルの対応を行うことができる　等
【倉庫内作業改善】
・倉庫内作業の実施手順や事務手続きを踏まえた効率化に向けた問
題・課題を把握・整理したうえで作業改善計画を策定できる　等

【最適保全計画】
・事前研究、保全データの整備と活用について理解している
・保全費用の見積りや保全周期の決定について理解している
【保全実施手順】
・日常保全や予防保全・事後保全の実施手順を理解している
・シャットダウン保全について理解している
【検査と異常措置】
・検査の役割と種類、原因遡及と検査記録、不良箇所の措置につい
て理解している
【トラブル処理の概要】
・トラブルの種類と頻度、対応策と手順について理解している
・緊急対応の種類と頻度について理解している
【ユニットロードシステム】
・パレチゼーション、コンテナリゼーション及び関連ＪＩＳについて理解し
ている
【ユニットロード機材】
・パレット、ロールボックスパレット、通い箱について理解している

現品管理

【棚卸し】
・棚卸しの意義や作業の実施手順、事務的手続きを踏まえ適切な実施
計画を策定し、部下や庫内作業担当者に周知徹底できる　等
【保管貨物の品質維持・向上】
・保管貨物の特性（正味期限、危険物など）や貨物に対応した保管環
境（温度、湿度、換気など）について、社内外の関係者との協議をもと
に現状の課題発見や優先事項を検討し、品質維持・向上を積極的に
行うことができる　等

【科学的管理法】
・経営工学（ＩＥ）、価値工学（ＶＥ）、品質工学（ＱＥ）について理解して
いる
【品質マネジメントシステム（ISO9000s）】
・ISO9000について理解している

職務を遂行する際に必要な能力
レベル

初級
（上司や先輩の指
示の元で業務運
営や現品管理の
補助を行う／一般

社員クラス）

中級
（指示がなくとも大
半の業務運営や
現品管理を行うこ
とができる／主
任・係長クラス）

上級
（業務運営や現品
管理に関する高

度な技能、知識を
有し、部下を指示
する／課長クラ

ス）

 
  注：関連資格については、別紙 1 を参照 

  出所：研究会事務局作成 
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基本的な資質・能力 資格等
人材要件

特に採用においては以下の資質を重視する
ことが多い（経産省『人材ニーズ調査』より
『管理職（事務職）、在庫管理を参考にした）

バランス思考力：
業務の影響範囲や適正な資源配分などを考
慮し、計画立案に活かすことができる
（例：作業員の負荷や能力を考えながら作業
計画を立てることができる）

業務遂行力：
作業の重要度に応じてすばやく確実に業務
を遂行することができる
（例：作業の割り当てを取捨選択できる）

誠実性：
誠意をもって真摯に業務に取り組むことがで
きる
（例：人様の荷物を預かっているという認識を
持って作業できる）

責任感：
自分に与えられた課題に責任を持ち、確実
にやり遂げることができる
（例：自らの作業をきちんと遂行できる）

情報収集力：
自社の環境における変化をとらえ、新しい情
報を幅広い分野から収集することができる
（例：荷主からのオーダーや作業員からの情
報を吸い上げ、総合的に判断できる）

労働市場の特徴

【雇用状況】
雇用形態：
・倉庫会社に正社員として雇用されるケースが大半
である（学卒の新入社員が配属される）
年齢：
・20代が多い
男女構成：
・現状では在職者は男性が多い
学歴等：
・倉庫運営者に限らず、新規学卒（総合職）は大卒
に限定している場合が多い
・大卒以外でも港湾短大や商船高校には門戸を開
けている
賃金等：
・年収では300万円～400万円台が多い
【需給ギャップ】
・学卒は職種ごとの採用ではない全社一括採用が
多く、また計画的に採用・配置されているため不足
感は少ない

・フォークリフト免許
・クレーン・デリック運転士

・物流技術管理士
・簿記

・倉庫管理主任者

・はい作業主任者

・安全衛生管理推進者

・その他保管する荷物の種類
により様々な資格がある（食
品衛生管理者、危険物取扱
者等）

【雇用状況】
雇用形態：
・倉庫会社に正社員として雇用されるケースが大半
である
年齢：
・20代後半から30代が多い
男女構成：
・現状では在職者は男性が多い
学歴等：
・中途では不問である（むしろ職歴が重視される）
賃金等：
・年収では400万円～500万円台が多い
【需給ギャップ】
・不足感はない

【雇用状況】
雇用形態：
・倉庫会社に正社員として雇用されるケースが大半
である
年齢：
・40代～50代が多い（小規模の倉庫では30代後半
の所長もいる）
男女構成：
・現状では在職者は男性が多い
学歴等：
・中途では不問である（むしろ職歴が重視される）
賃金等：
・年収では500万円以上が多い
【需給ギャップ】
・不足感はない
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（２）人材育成計画 
 

入職ルートと採用要件 必要な経験年数 経験が活かせる業種・職種

【入職ルート】
・中級からの昇格
【採用・昇格要件】
・倉庫全体を統括するには中級として少なくとも５年
以上のキャリアが必要である

5年以上
（初級⇒中級）

5年以上
（中級⇒上級）

未経験者の中途採用はほと
んど行っていないため、他の
業界の経験はあまり活かせな
い

未経験者の中途採用はほと
んど行っていないため、他の
業界の経験はあまり活かせな
い

【入職ルート】
・倉庫会社に新規学卒として採用される
【採用要件】
・特に資格は必要とされない
・港湾短大等の専門教育を受けた場合は優遇され
る

数ヶ月
（入職⇒初級）

未経験者の中途採用はほと
んど行っていないため、他の
業界の経験はあまり活かせな
い

中級
（指示がなくとも大
半の業務運営や
現品管理を行うこ
とができる／主
任・係長クラス）

上級
（業務運営や現品
管理に関する高

度な技能、知識を
有し、部下を指示
する／課長クラ

ス）

参入について

【入職ルート】
・初級からの昇格
・経験者の中途採用（倉庫会社及び請負会社）
【採用・昇格要件】
・上司の指示なく一通り行うには少なくとも５年以上
のキャリアが必要である

レベル

初級
（上司や先輩の指
示の元で業務運
営や現品管理の
補助を行う／一般

社員クラス）

 
 注：教育訓練については、別紙 2 を参照 

 出所：研究会事務局作成 
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人材育成の実施状況 このレベルからのキャリアパス 今後の課題／展望

【能力開発】
・テーマ別研修や資格取得のための支援
も行っている
【レベルアップ】
・階層別研修を行っている（新任管理者研
修）

レベルアップ：
・実務を通して技能や知識レベルを高
め、経営者を目指す。
他の職種への異動：
・社内ローテーションで倉庫サービス企
画者に異動する。
他業種への転職：
・倉庫業や運送業等の物流業が多い
・また物流業以外でもメーカーの物流部
門や購買部門等の経験を活かす部署が
多い。

採用面：
・現在のところ需要が極端に拡大する傾向にはない
・加えて各社とも正社員として定期的・計画的に新入
社員の補充を行っているので極端な不足が生じる
恐れはない
人材育成面：
・従来の倉庫業から3PLに対応した物流企業になる
には3PL人材の育成が必要となる
・倉庫運営者においても現場のオペレーションを
3PLに対応させる必要があり、業務の改善を行える
人材を育てる必要がある

採用面：
・現在のところ需要が極端に拡大する傾向にはない
・加えて各社とも正社員として定期的・計画的に新入
社員の補充を行っているので極端な不足が生じる
恐れはない
人材育成面：
・従来の倉庫業から3PLに対応した物流企業になる
には3PL人材の育成が必要となる
・倉庫運営者においても現場のオペレーションを
3PLに対応させる必要があり、業務の改善を行える
人材を育てる必要がある

レベルアップ：
・実務を通して技能や知識レベルを高
め、上級を目指す。
他の職種への異動：
・社内ローテーションで倉庫サービス企
画者に異動する。
他業種への転職：
・倉庫業や運送業等の物流業が多い
・また物流業以外でもメーカーの物流部
門や購買部門等の経験を活かす部署が
多い。

【能力開発】
・日々の業務はOJTを通して教える
・テーマ別研修や資格取得のための支援
も行っている
【レベルアップ】
・階層別研修を行っている（中堅社員研
修）

育成について

【入職】
・入職においては特に職業訓練は必要な
い
・ただし港湾短大では入職に先立ち専門
的な教育を受けることができる
【能力開発】
・日々の業務はOJTを通して教える
・テーマ別研修や資格取得のための支援
も行っている
【レベルアップ】
・階層別研修を行っている（入社時及び
フォローアップ）

レベルアップ：
・実務を通して技能や知識レベルを高
め、中級を目指す。
他の職種への異動：
・社内ローテーションで倉庫サービス企
画者に異動する。
他業種への転職：
・特定の傾向はない。

採用面：
・現在のところ需要が極端に拡大する傾向にはない
・加えて各社とも正社員として定期的・計画的に新入
社員の補充を行っているので極端な不足が生じる
恐れはない
人材育成面：
・従来の倉庫業から3PLに対応した物流企業になる
には3PL人材の育成が必要となる
・倉庫運営者においても現場のオペレーションを
3PLに対応させる必要があり、業務の改善を行える
人材を育てる必要がある
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8.3. 倉庫サービス企画者 
（１）人材マップ 
 

職務内容
（タスク名称） 技能面（××ができる） 知識（××を知っている）

企画・設計：

【保管実績等データ収集・分析】
・倉庫部門の目標を理解し、達成に向けて各顧客別の取扱実績をデータとして収集・整理できる
等
【業務全般の改善】
・倉庫サービス全体の効率化に関わる問題・課題を把握、分析し、効率化に向けて具体的な改善
対策を検討できる　等
【顧客満足度の向上】
・顧客満足度の向上を図ることが企業競争力の強化を図るとともに営業取引を拡大していくことに
あることを理解し、行動できる　等

【コンプライアンス】
・倉庫業法、倉庫業法施行令、倉庫業法施行規則、労働基準法、労働安全衛生
法、労働派遣法を理解している
・社内規程（就業規則、倉庫業務取扱規程など）を理解している
【物流の概念と要素】
・物流の基本概念（経済社会と物流、企業経営と物流、物流管理の展開）を理解し
ている
・ロジスティクスと基本概念（物流とロジスティクス、ロジスティクスの有効性、顧客
サービスとロジスティクスコスト）を理解している

業務計画・推
進：

【物流業務計画の策定】
・マネジメント方針、物流業務計画部門の役割、業務項目、業務フローを理解し、物流業務計画
案を作成できる　等
【業績管理】
・自社の経営方針を理解し、上司の助言指導を得ながら部門収支計画の原案作成を行うことがで
きる　等
【指標管理】
・対象となる作業生産性指標と必要なデータ項目を理解し、関連部門や社内外の関係者と打合
せるなどデータの信頼性を高めることができる　等
【契約業務】
・会社の経営方針や関連法令を理解し、寄託契約に係わる社内外への必要書類を作成できる
等
【精算業務】
・契約に基づく請求の精算処理に必要な所定の帳票（伝票等）の作成を適正に行うことができる
等
【業務改善】
・倉庫業務管理部門や庫内作業の効率化に関わる問題・課題を整理し、改善に向けての具体的
な対策手段を検討できる　等

【物流管理と組織】
・物流管理の基礎知識や物流における安全管理を理解している
【作業管理の概要】
・作業計画全般及び標準作業を理解している
・緊急対応の種類と頻度を理解している
【担当業務に関わる帳票様式】
・入出荷指示書（伝票）、現品管理台帳、精算帳票　　等について理解している
【現品管理の概要】
・作業計画全般及び標準作業を理解している
・緊急対応の種類と頻度を理解している
【棚卸し数量差異の知識】
・棚卸し数量差異の種類と頻度を理解している
・対応策と手順を理解している
【情報システムの基礎知識】
・情報システムの意義、諸段階、情報システムの活用事例を理解している
【システムの運用】
・ソフトウェアの運用上の維持・管理、データのバックアップについて理解している

企画・設計：

【保管実績等データ収集・分析】
・倉庫部門の目標達成に向けて、顧客の取扱実績の現状を客観的データにより把握・整理できる
等
【倉庫営業の企画立案】
・倉庫業務の役割と形態に関する知識及び保管、荷役料金を把握できる　等
【企画・設計のマネジメント】
・会社の経営戦略に沿った倉庫サービスの構築のための目標設定、プロセス、成果を達成する明
確なビジョンに基づく業務遂行の計画を作成できる　等
【情報システムの構築】
・倉庫部門における情報システムの役割を理解し、会社と業界の動向を把握し、その影響と効果
を考え計画を立案できる　等
【設備計画の策定】
・倉庫における寄託品の内容、特性、レイアウトなどを把握し、顧客ニーズや庫内作業改善など総
合的に判断した設備計画を立案できる　等
【業務全般の改善】
・倉庫サービス全体に関わる効率化における問題・課題を把握、整理し、上司との報告・連絡・相
談をもとに、業務の改善策を作成できる　等
【顧客満足度の向上】
・顧客満足度の指標として客観的データに基づき顧客の取扱実績を把握・整理し、業務に活かせ
る　等

【情報システムの性能・障害管理】
・性能の把握、障害への対応、セキュリティ、ウィルス対策について理解している
【クレーム処理の知識】
・クレームの種類と頻度、対応策と手順を理解している
【作業事故・災害事例】
・作業事故や災害の事例を知っている
【モラール向上と意識改革】
・モラールサーベイ、モラール管理と意識改革について理解している
【点検・保全の概要】
・計画全般及び標準点検・保全について理解している
・緊急対応の種類と頻度、緊急措置マニュアルについて理解している
【最適保全計画】
・事前研究、保全データの整備と活用について理解している
・保全費用の見積りや保全周期の決定について理解している
【保全実施手順】
・日常保全や予防保全・事後保全の実施手順を理解している
・シャットダウン保全について理解している

業務計画・推
進：

【物流業務計画の策定】
・マネジメント方針、業務項目、業務フローに精通し、物流業務計画の作成のポイントを把握すると
ともに部下に対して作成の指示をできる　等
【業績管理】
・自社の経営方針や過去の実績を参考とし、上司との報告・連絡・相談を踏まえた部門収支計画
の原案作成を部下に指示し、そのフォローアップを行うことができる　等
【指標管理】
・物量を予測または把握し、作業量への置き換えができる。また、各作業の標準作業時間を把握
できる　等
【契約業務】
・会社の経営戦略を部下に伝え、契約締結に対応するよう部下に指導し、管理できる　等
【精算業務】
・所定のルールに従った請求・下払いの精算業務の経理処理手続きに精通し、手続きが正しく行
われているかを常に確認できる　等
【業務改善】
・経営方針や顧客のロジスティクスに照らして効率化における問題・課題を分析、検討し、問題解
決を図ることができる　等

【検査と異常措置】
・検査の役割と種類、原因遡及と検査記録、不良箇所の措置について理解してい
る
【トラブル処理の概要】
・トラブルの種類と頻度、対応策と手順について理解している
・緊急対応の種類と頻度について理解している
【ユニットロードシステム】
・パレチゼーション、コンテナリゼーション及び関連ＪＩＳについて理解している
【ユニットロード機材】
・パレット、ロールボックスパレット、通い箱について理解している
【科学的管理法】
・経営工学（ＩＥ）、価値工学（ＶＥ）、品質工学（ＱＥ）について理解している
【品質マネジメントシステム（ISO9000s）】
・ISO9000について理解している

企画・設計：

【保管実績等データ収集・分析】
・倉庫部門の目標達成に向けて、客観的データにより顧客の取扱実績の現状を把握・整理できる
等
【倉庫営業の企画立案】
・倉庫業務の役割と形態に関する知識及び保管、荷役料金を把握できる　等
【企画・設計のマネジメント】
・会社の経営戦略に沿った倉庫サービスの構築のための目標設定、プロセス、成果それぞれのマ
ネジメントを適切に行える　等
【情報システムの構築】
・会社の経営戦略や目標を踏まえ、情報システム構築の制約条件を整理したうえで計画を立案で
きる　等
【設備計画の策定】
・顧客のニーズ、寄託品の内容、特性などを把握し、作業性、安全性、防災面の機能強化や投資
効果等、多面的な角度から検討し計画を策定できる　等
【業務全般の改善】
・前例や慣行にとらわれることなく、斬新なアイデアで倉庫業務の効率化に有効な情報システムの
導入検討を積極的に行える　等
【顧客満足度の向上】
・顧客ロジスティクスや業界の動向の情報を的確に把握し、自社の経営方針を踏まえた顧客満足
度の向上を図ることができる　等

業務計画・推
進：

【物流業務計画の策定】
・マネジメント方針、業務項目、業務フローに照らし、作成された物流業務計画案に問題があるか
ないかを判断できる 等
【業績管理】
・自社の経営方針に立脚した部門収支計画の策定方針を示すとともに、部下の作成した収支計
画案の妥当性をチェックできる　等

職務を遂行する際に必要な能力
レベル

初級
（上司や先輩の指
示の元で企画・設
計や業務計画・推
進の補助を行う／
主任・係長クラス）

中級
（指示がなくとも大
半の企画・設計や
業務計画・推進を
行うことができる
／課長クラス）

上級
（企画・設計や業
務計画・推進に関
する高度な技能、
知識を有し、部下
を指示する／部

長クラス）

 
  注：関連資格については、別紙 1 を参照 

  出所：研究会事務局作成 
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基本的な資質・能力 資格等

・国際物流管理士
・物流技術管理士
・通関士（通関業務を行う場
合）

・国際物流管理士
・物流技術管理士
・通関士（通関業務を行う場
合）

特に採用においては以下の資質を重視することが多い
（経産省『人材ニーズ調査』より『管理職（専門職）、在庫
管理、法人営業（新規）を参考にした）

目標設定・管理力：
適切なビジョンや目標を設定し、周囲を巻き込んで達成
に向かわせ、そのプロセスや結果を検証・改善していく
ことができる
（例：事業計画を立てることができる）

判断力：
さまざまな事柄やリスクを考慮し、時機を逃さず判断す
ることができる

指導・育成力：
自分の属するグループのメンバーの状況を理解し、一
人一人に合わせた適切な助言・指導ができる

情報収集力：
自社の環境における変化をとらえ、新しい情報を幅広
い分野から収集することができる
（例：社内外の情報を活用することができる）

交渉力：
相手の立場、組織の構造を理解した上で、利害を調整
することができる
（例：荷主と様々な条件について交渉することができる）

プレゼンテーション力：
適切な表現や資料などを使って、効果的に提案するこ
とができる
（例：荷主に対して改善提案を行うことができる）

【雇用状況】
雇用形態：
・倉庫会社に正社員として雇用されるケースが大半である
年齢：
・40代～50代が多い
男女構成：
・現状では在職者は男性が多い
学歴等：
・中途では不問である（むしろ職歴が重視される）る
賃金等：
・年収では500万円以上が多い
【需給ギャップ】
・不足感はない

【雇用状況】
雇用形態：
・倉庫会社に正社員として雇用されるケースが大半である
年齢：
・50代が多い
男女構成：
・現状では在職者は男性が多い
学歴等：
・中途では不問である（むしろ職歴が重視される）
賃金等：
・年収では500万円以上が多い
【需給ギャップ】
・不足感はない

労働市場の特徴

【雇用状況】
雇用形態：
・倉庫会社に正社員として雇用されるケースが大半である
年齢：
・20代後半から30代が多い
男女構成：
・現状では在職者は男性が多い
学歴等：
・倉庫サービス企画者に限らず、新規学卒（総合職）は大卒
に限定している場合が多い
賃金等：
・年収では400万円～500万円台が多い
【需給ギャップ】
・職種ごとの採用ではない全社一括採用が多く、また計画的
に採用・配置されているため不足感は少ない

人材要件

・物流技術管理士
・通関士（通関業務を行う場
合）
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（２）人材育成計画 
 

入職ルートと採用要件 必要な経験年数 経験が活かせる業種・職種

中級
（指示がなくとも大
半の企画・設計や
業務計画・推進を
行うことができる
／課長クラス）

上級
（企画・設計や業
務計画・推進に関
する高度な技能、
知識を有し、部下
を指示する／部

長クラス）

レベル

初級
（上司や先輩の指
示の元で企画・設
計や業務計画・推
進の補助を行う／
主任・係長クラス）

参入について

【入職ルート】
・倉庫運営者の初級や中級から昇格するケースが多
い
・いきなり新卒で配置される場合もある
【採用要件】
・特に資格は必要とされない

2～3年（入職⇒初級） 未経験者の中途採用はほと
んど行っていないため、他の
業界の経験はあまり活かせな
い

5年以上（初級⇒中級

5年以上（中級⇒上級）

未経験者の中途採用はほと
んど行っていないため、他の
業界の経験はあまり活かせな
い

未経験者の中途採用はほと
んど行っていないため、他の
業界の経験はあまり活かせな
い

【入職ルート】
・初級からの昇格
・経験者の中途採用（同業他社）
【採用・昇格要件】
・上司の指示なく一通り行うには少なくとも５年以上
のキャリアが必要である

【入職ルート】
・中級からの昇格
【採用・昇格要件】
・倉庫全体を統括するには中級として少なくとも５年
以上のキャリアが必要である

 

   注：教育訓練については、別紙 2 を参照 

   出所：研究会事務局作成 
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人材育成の実施状況 このレベルからのキャリアパス 今後の課題／展望
育成について

【入職】
・入職においては特に職業訓練は必要な
い（倉庫運営者からの昇格が多いので、そ
ちらである程度の実務経験は積んでいる）
【能力開発】
・日々の業務はOJTを通して教える
・テーマ別研修や資格取得のための支援
も行っている
【レベルアップ】
・階層別研修を行っている（中堅社員研
修）

レベルアップ：
・実務を通して技能や知識レベルを高
め、中級を目指す。
他の職種への異動：
・社内ローテーションで倉庫運営者に異
動する。
他業種への転職：
・倉庫業や運送業等の物流業が多い
・また物流業以外でもメーカーの物流部
門や購買部門等の経験を活かす部署が
多い。

採用面：
・現在のところ需要が極端に拡大する傾向にはない
・加えて各社とも正社員として定期的・計画的に新入
社員の補充を行っているので極端な不足が生じる
恐れはない
人材育成面：
・従来の倉庫業から3PLに対応した物流企業になる
には3PL人材の育成が必要となる
・倉庫サービス企画者の『営業』においては3PLに対
応した提案営業を行える人材を育てる必要がある
・倉庫サービス企画者の『業務管理』においても3PL
に対応させる必要があり、そのための業務改善を行
える人材を育てる必要がある

【能力開発】
・テーマ別研修や資格取得のための支援
も行っている
【レベルアップ】
・階層別研修を行っている（経営者研修）

レベルアップ：
・実務を通して技能や知識レベルを高
め、経営者を目指す。
他の職種への異動：
・社内ローテーションで倉庫運営者に異
動する。
他業種への転職：
・倉庫業や運送業等の物流業が多い
・また物流業以外でもメーカーの物流部
門や購買部門等の経験を活かす部署が
多い。
・一部には物流コンサルティング会社に
転職する場合もある。

採用面：
・現在のところ需要が極端に拡大する傾向にはない
・加えて各社とも正社員として定期的・計画的に新入
社員の補充を行っているので極端な不足が生じる
恐れはない
人材育成面：
・従来の倉庫業から3PLに対応した物流企業になる
には3PL人材の育成が必要となる
・倉庫サービス企画者の『営業』においては3PLに対
応した提案営業を行える人材を育てる必要がある
・倉庫サービス企画者の『業務管理』においても3PL
に対応させる必要があり、そのための業務改善を行
える人材を育てる必要がある

採用面：
・現在のところ需要が極端に拡大する傾向にはない
・加えて各社とも正社員として定期的・計画的に新入
社員の補充を行っているので極端な不足が生じる
恐れはない
人材育成面：
・従来の倉庫業から3PLに対応した物流企業になる
には3PL人材の育成が必要となる
・倉庫サービス企画者の『営業』においては3PLに対
応した提案営業を行える人材を育てる必要がある
・倉庫サービス企画者の『業務管理』においても3PL
に対応させる必要があり、そのための業務改善を行
える人材を育てる必要がある

レベルアップ：
・実務を通して技能や知識レベルを高
め、上級を目指す。
他の職種への異動：
・社内ローテーションで倉庫運営者に異
動する。
他業種への転職：
・倉庫業や運送業等の物流業が多い
・また物流業以外でもメーカーの物流部
門や購買部門等の経験を活かす部署が
多い。
・一部には物流コンサルティング会社に
転職する場合もある。

【能力開発】
・日々の業務はOJTを通して教える
・テーマ別研修や資格取得のための支援
も行っている
【レベルアップ】
・階層別研修を行っている（新任管理者研
修）
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8.4. ロジスティクスシステム設計者 
（１）人材マップ 
 

職務内容
（タスク名称） 技能面（××ができる） 知識（××を知っている）

中級
（指示がなくとも大
半のロジスティク
スシステムデザイ
ンを行うことができ
る／課長クラス）

ロジスティクス
システムデザ

イン：

【マーケティングと３ＰＬサービスの考案】
・自社または担当部署のマーケティング戦略に基づき、マーケティング・プログラ
ムを立案し、マーケティング活動を組織的に実施できる　等
【顧客診断】
・顧客との関係性を長期的に維持・強化するプログラムを考案し、それを具体策
に落とし込んで推進できる　等
【運送システムの立案】
・運送システムの改善事例とそれぞれの目的・効果を収集・整理し、ロジスティク
スシステム全体への影響を考察したうえで、自社への適用を試みることができる
等
【倉庫システムの立案】
・倉庫システムの改善事例とそれぞれの目的・効果を収集・整理し、ロジスティク
スシステム全体への影響を考察したうえで、自社への適用を試みることができる
等
【物流情報システムの立案】
・物流情報システムの改善事例とそれぞれの目的・効果を収集・整理し、ロジス
ティクスシステム全体への影響を考察したうえで、自社への適用を試みることが
できる　等
【ソリューション提案営業】
・抽出した問題・課題を整理し、解決すべき問題・課題を絞り、優先順位付けを
行い、目標を定めたうえでソリューションを立案できる　等

【物流の概念と要素】
・物流の基本概念（経済社会と物流、企業経営と物流、物流管理
の展開）を理解している
・ロジスティクスと基本概念（物流とロジスティクス、ロジスティクスの
有効性、顧客サービスとロジスティクスコスト）を理解している
【物流管理と組織】
・物流管理の基礎知識や物流における安全管理を理解している
【作業管理の概要】
・作業計画全般及び標準作業を理解している
・緊急対応の種類と頻度を理解している
【ユニットロードシステム】
・パレチゼーション、コンテナリゼーション及び関連ＪＩＳについて理
解している
【ユニットロード機材】
・パレット、ロールボックスパレット、通い箱について理解している
【科学的管理法】
・経営工学（ＩＥ）、価値工学（ＶＥ）、品質工学（ＱＥ）について理解し
ている
【情報システムの基礎知識】
・情報システムの意義、諸段階、情報システムの活用事例を理解し
ている

上級
（ロジスティクスシ
ステムデザインに
関する高度な技
能、知識を有し、
部下を指示する
／部長クラス）

ロジスティクス
システムデザ

イン：

【マーケティングと３ＰＬサービスの考案】
・マーケティング活動を個々の担当者に任せるのではなく、担当部署のマーケ
ティング活動を組織化し、全体をコントロールできる　等
【顧客診断】
・顧客シェアと生涯価値（顧客の長期的売上）の観点から、顧客関係性を常に
評価できる　等
【ソリューション提案営業】
・運送や倉庫、物流情報の部分最適化ではなく、顧客のロジスティクスシステム
全体を見据えた全体最適化を図ることができる　等

【品質マネジメントシステム（ISO9000s）】
・ISO9000について理解している

職務を遂行する際に必要な能力
レベル

 
注：関連資格については、別紙 1 を参照 

出所：研究会事務局作成 
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基本的な資質・能力 資格等
・ロジスティクス経営士
・物流技術管理士
・国際物流管理士

【雇用状況】
雇用形態：
・物流会社に正社員として雇用される
・コンサルティング会社に正社員として採用される
・情報システム会社やマテハン機器会社に正社員として採用
される
年齢：
・30代～40代が多い
男女構成：
・現状では在職者は男性が多い
学歴等：
・大卒（ただし学歴よりも職歴が重視される）
賃金等：
・500万～1000万
【需給ギャップ】
・不足している

・ロジスティクス経営士
・物流技術管理士
・国際物流管理士

【雇用状況】
雇用形態：
・物流会社に正社員として雇用される
・コンサルティング会社に正社員として採用される
・情報システム会社やマテハン機器会社に正社員として採用
される
年齢：
・40代～50代が多い
男女構成：
・現状では在職者は男性が多い
学歴等：
・大卒（ただし学歴よりも職歴が重視される）
賃金等：
・1000万以上
【需給ギャップ】
・不足している

労働市場の特徴
人材要件

特に採用においては以下の資質を重視することが多い
（経産省『人材ニーズ調査』より『管理職（専門職）、在庫
管理、法人営業（新規）を参考にした）

目標設定・管理力：
適切なビジョンや目標を設定し、周囲を巻き込んで達成
に向かわせ、そのプロセスや結果を検証・改善していく
ことができる
（例：プロジェクトを管理できる）

判断力：
さまざまな事柄やリスクを考慮し、時機を逃さず判断す
ることができる

指導・育成力：
自分の属するグループのメンバーの状況を理解し、一
人一人に合わせた適切な助言・指導ができる

情報収集力：
自社の環境における変化をとらえ、新しい情報を幅広
い分野から収集することができる
（例：社内外の情報を活用することができる）

交渉力：
相手の立場、組織の構造を理解した上で、利害を調整
することができる
（例：荷主と様々な条件について交渉することができる）

プレゼンテーション力：
適切な表現や資料などを使って、効果的に提案するこ
とができる
（例：荷主に対して改善提案を行うことができる）
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（２）人材育成計画 
 

入職ルートと採用要件 必要な経験年数 経験が活かせる業種・職種

中級
（指示がなくとも大
半のロジスティク
スシステムデザイ
ンを行うことができ
る／課長クラス）

【入職ルート】
・倉庫サービス企画者の初級や中級からの異動
・経験者の中途採用（総合物流事業者やコンサル
ティング会社から）
【採用・昇格要件】
・コンサルティング行うには少なくとも業界で１０年以
上のキャリアが必要である（複数の部署を経験して
いるほうが良い）

10年以上（入職後⇒中級） 未経験者の中途採用はほと
んど行っていないため、他の
業界の経験はあまり活かせな
い

上級
（ロジスティクスシ
ステムデザインに
関する高度な技
能、知識を有し、
部下を指示する
／部長クラス）

【入職ルート】
・中級からの昇格
・経験者の中途採用（総合物流事業者やコンサル
ティング会社から）
【採用・昇格要件】
・倉庫全体を統括するには中級として少なくとも５年
以上のキャリアが必要である

5年以上（中級⇒上級 未経験者の中途採用はほと
んど行っていないため、他の
業界の経験はあまり活かせな
い

レベル
参入について

 
 注：教育訓練については、別紙 2を参照 

 出所：研究会事務局作成 
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人材育成の実施状況 このレベルからのキャリアパス 今後の課題／展望
【入職】
・入職においては特に職業訓練は必要な
い（社内あるいは前職で実務経験は積ん
でいる）
【能力開発】
・テーマ別研修や資格取得のための支援
も行っている
【レベルアップ】
・階層別研修を行っている（新任管理者研
修）

レベルアップ：
・実務を通して技能や知識レベルを高
め、上級を目指す。
他の職種への異動：
・社内ローテーションで倉庫サービス企
画者や倉庫運営者の管理者に異動する
場合もある。
他業種への転職：
・倉庫業や運送業等の物流業が多い
・また物流業以外でもメーカーの物流部
門や購買部門等の経験を活かす部署が
多い。
・一部には物流コンサルティング会社に
転職する場合もある。

採用面：
・倉庫業においても3PLに対応する必要があるため、
需要は拡大している
・もともと倉庫業者にはロジスティクスシステム全体の
設計を行う人材はあまりいないため、総合物流業者
やコンサルティング会社からの中途採用を中心に人
材の確保を行っているが、絶対数が少ないため、不
足する恐れがある
人材育成面：
・現状の職種の中で業務内容が似ている倉庫サー
ビス企画者をロジスティクスシステム設計者に育成す
るのが、現実的である
・そのためには倉庫サービス企画者に対して倉庫
サービスだけでなくロジスティクスシステム全体に対
する提案力を備えさせることが必要となる

【能力開発】
・テーマ別研修や資格取得のための支援
も行っている
【レベルアップ】
・階層別研修を行っている（経営者研修）

レベルアップ：
・実務を通して技能や知識レベルを高
め、経営者を目指す。
他の職種への異動：
・社内ローテーションで倉庫サービス企
画者や倉庫運営者の管理者に異動する
場合もある。
他業種への転職：
・倉庫業や運送業等の物流業が多い
・また物流業以外でもメーカーの物流部
門や購買部門等の経験を活かす部署が
多い。
・一部には物流コンサルティング会社に
転職する場合もある。

採用面：
・倉庫業においても3PLに対応する必要があるため、
需要は拡大している
・もともと倉庫業者にはロジスティクスシステム全体の
設計を行う人材はあまりいないため、総合物流業者
やコンサルティング会社からの中途採用を中心に人
材の確保を行っているが、絶対数が少ないため、不
足する恐れがある
人材育成面：
・現状の職種の中で業務内容が似ている倉庫サー
ビス企画者をロジスティクスシステム設計者に育成す
るのが、現実的である
・そのためには倉庫サービス企画者に対して倉庫
サービスだけでなくロジスティクスシステム全体に対
する提案力を備えさせることが必要となる

育成について
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ー

リ
ー

等
の

施
設

に
は

、
危

険
物

を
取

り
扱

う
た

め
に

必
ず

危
険

物
取

扱
者

を
置

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

危
険

物
取

扱
主

任
者

試
験

に
合

格
す

る
甲

種
危

険
物

取
扱

者
試

験
に

は
、

以
下

の
受

験
資

格
の

う
ち

1
つ

が
必

要
・
学

校
教

育
法

（
昭

和
２

２
年

法
律

第
２

６
号

）
に

よ
る

大
学

、
短

期
大

学
、

ま
た

は
高

等
専

門
学

校
に

お
い

て
化

学
に

関
す

る
科

目
を

１
５

単
位

以
上

習
得

し
た

も
の

。
・
上

記
資

格
者

と
同

等
以

上
の

学
力

を
有

す
る

と
認

定
で

き
る

者
。

・
乙

種
危

険
物

取
扱

者
免

状
の

交
付

を
受

け
た

後
、

２
年

以
上

危
険

物
取

り
扱

い
の

実
務

経
験

を
有

す
る

者
。

乙
種

各
類

…
3
8
.1

%
　

甲
種

…
3
2
.2

%
丙

種
…

5
3
.5

%

消
防

試
験

研
究

セ
ン

タ
ー

食
品

衛
生

管
理

推
進

者
国

家
資

格 （
必

置
）

食
品

衛
生

法
第

４
８

条
の

規
定

に
よ

り
、

製
造

又
は

加
工

の
過

程
に

お
い

て
特

に
衛

生
上

の
考

慮
を

必
要

と
す

る
食

品
又

は
添

加
物

で
あ

っ
て

、
食

品
衛

生
法

施
行

令
で

定
め

る
も

の
の

製
造

又
は

加
工

を
行

う
営

業
者

は
、

そ
の

製
造

又
は

加
工

を
衛

生
的

に
管

理
さ

せ
る

た
め

、
そ

の
施

設
ご

と
に

、
専

任
の

食
品

衛
生

管
理

者
を

置
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

・
大

学
で

所
定

の
課

目
（
を

履
修

す
る

こ
と

で
取

得
す

る
・
実

務
経

験
に

よ
る

取
得

の
場

合
は

、
3
0
日

間
の

「
食

品
衛

生
管

理
者

資
格

認
定

講
習

会
」
を

受
講

後
、

「
実

務
経

験
3
年

」
を

経
て

、
資

格
取

得
と

な
る

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

・
医

師
、

歯
科

医
師

、
薬

剤
師

、
獣

医
師

・
学

校
教

育
法

に
基

づ
く

大
学

、
旧

大
学

令
に

基
づ

く
大

学
又

は
旧

専
門

学
校

令
に

基
づ

く
専

門
学

校
に

お
い

て
医

学
、

歯
学

、
薬

学
、

獣
医

学
、

畜
産

学
、

水
産

学
、

農
芸

化
学

の
課

程
を

修
め

て
卒

業
し

た
者

・
厚

生
労

働
大

臣
の

登
録

を
受

け
た

食
品

衛
生

管
理

者
の

養
成

施
設

に
お

い
て

所
定

の
課

程
を

修
了

し
た

者
・
学

校
教

育
法

に
基

づ
く

高
等

学
校

若
し

く
は

中
等

教
育

学
校

若
し

く
は

旧
中

等
学

校
令

に
基

づ
く

中
等

学
校

を
卒

業
し

た
社

又
は

厚
生

労
働

省
令

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

こ
れ

ら
の

者
と

同
等

以
上

の
学

力
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

者
で

、
食

品
衛

生
管

理
者

を
置

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
製

造
業

又
は

加
工

業
に

お
い

て
食

品
又

は
添

加
物

の
製

造
又

は
加

工
の

衛
生

管
理

の
業

務
に

３
年

以
上

従
事

し
、

か
つ

、
厚

生
労

働
大

臣
の

登
録

を
受

け
た

講
習

会
の

課
程

を
修

了
し

た
者

試
験

は
な

い
厚

生
労

働
省

医
薬

局
食

品
保

健
部

企
画

課

は
い

作
業

主
任

者
国

家
資

格 （
必

置
）

労
働

安
全

衛
生

法
に

規
定

さ
れ

る
作

業
主

任
者

の
一

つ
は

い
作

業
主

任
者

技
能

講
習

を
修

了
し

た
者

の
中

か
ら

選
任

さ
れ

る
。

1
8
歳

以
上

の
者

で
、

「
は

い
つ

け
」
ま

た
は

「
は

い
く

ず
し

」
作

業
が

3
年

以
上

の
実

務
経

験
者

試
験

は
な

い
各

都
道

府
県

の
労

働
基

準
協

会
等

資
格

の
区

分

倉 庫 内

作 業 者

倉 庫 運 営 者
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物

流
技

術
管

理
士

民
間

資
格

日
本

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
シ

ス
テ

ム
協

会
主

催
『
物

流
技

術
管

理
士

』
講

座
を

受
講

し
、

客
観

＋
論

文
＋

面
接

試
験

を
受

け
る

企
業

の
実

務
経

験
１

年
以

上
有

し
、

物
流

の
専

門
技

術
者

を
指

向
す

る
者

お
よ

び
物

流
を

担
当

す
る

中
堅

管
理

者
9
0
％

以
上

（
社

）
日

本
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

シ
ス

テ
ム

協
会

通
関

士
国

家
資

格 （
必

置
）

通
関

業
法

に
よ

り
、

通
関

業
務

を
行

う
営

業
所

ご
と

に
通

関
士

を
置

き
、

税
関

官
署

に
提

出
す

る
申

告
書

類
等

の
内

容
を

審
査

さ
せ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

通
関

士
試

験
に

合
格

し
、

勤
務

先
の

通
関

業
者

の
申

請
に

基
づ

く
税

関
長

の
確

認
を

受
け

、
通

関
業

務
に

従
事

す
る

1
0
～

2
0
％

各
税

関
の

通
関

業
監

督
官

国
際

複
合

輸
送

士
民

間
資

格

延
べ

1
0
日

間
に

約
3
0
科

目
を

受
講

し
、

資
格

認
定

試
験

に
合

格
す

る
・
協

会
会

員
で

、
国

際
複

合
輸

送
関

連
業

務
で

3
年

以
上

の
経

験
を

持
ち

、
国

際
複

合
輸

送
の

専
門

技
術

者
を

目
指

す
者

ま
た

は
国

際
複

合
輸

送
担

当
の

中
堅

管
理

者
で

、
所

属
店

社
の

推
薦

を
受

け
た

者
。

・
会

員
以

外
で

、
荷

主
の

国
際

物
流

管
理

ス
タ

ッ
フ

等
で

、
国

際
複

合
輸

送
の

専
門

知
識

を
体

系
的

に
学

び
た

い
者

。

（
社

）
日

本
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ
ナ

ル
フ

レ
イ

ト
フ

ォ
ワ

ー
ダ

ー
ズ

協
会

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
経

営
士

民
間

資
格

「
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

経
営

士
資

格
認

定
講

座
」
を

修
了

し
、

所
定

の
試

験
に

合
格

す
る

・
部

長
職

、
部

長
職

候
補

、
幹

部
候

補
者

・
「
物

流
技

術
管

理
士

、
国

際
物

流
管

理
士

の
資

格
取

得
後

、
３

年
以

上
実

務
を

経
験

し
た

者
（
社

）
日

本
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

シ
ス

テ
ム

協
会

国
際

物
流

管
理

士
民

間
資

格
「
国

際
物

流
管

理
士

資
格

認
定

講
座

」
を

修
了

し
、

所
定

の
試

験
に

合
格

す
る

国
際

物
流

関
連

業
務

に
従

事
し

、
２

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

者
（
社

）
日

本
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

シ
ス

テ
ム

協
会

物
流

技
術

管
理

士
民

間
資

格

「
物

流
技

術
管

理
士

講
座

」
を

受
講

し
、

客
観

＋
論

文
＋

面
接

試
験

を
受

け
る

企
業

の
実

務
経

験
１

年
以

上
有

し
、

物
流

の
専

門
技

術
者

を
指

向
す

る
者

お
よ

び
物

流
を

担
当

す
る

中
堅

管
理

者
9
0
％

以
上

（
社

）
日

本
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

シ
ス

テ
ム

協
会

民
間

資
「
物

流
技

術
管

理
士

補
ス

ク
ー

リ
ン

グ
講

座
」
を

受
「
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

基
礎

講
座

」
も

し
く

は
「
産

業
能

率
大

学
　

通
信

教
育

（
所

定
の

コ
ー

ス
）
」
を

修
了

し
た

（
社

）
日

本
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

シ
ス

テ

ロ ジ ス テ ィ ク ス シ ス テ ム

計 者

倉 庫 サ ー ビ ス 企 画 者

物
流

技
術

管
理

士
補

格
講

す
る

者
ム

協
会

出
所

：
研

究
会

事
務

局
作

成

設

対
象

職
種

資
格

名
称

取
得

方
法

受
験

資
格

合
格

率
資

格
認

定
機

関
資

格
の

区
分
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（
別

紙
２

）
　

倉
庫

業
に

お
け

る
教

育
訓

練
の

提
供

状
況

対
象

職
種

実
施

機
関

訓
練

名
称

訓
練

内
容

対
象

者
備

考

（
社

）
日

本
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ
ナ

ル
フ

レ
イ

ト
フ

ォ
ワ

ー
ダ

ー
ズ

協
会

国
際

複
合

輸
送

士
資

格
認

定
講

座

国
際

複
合

輸
送

の
現

状
と

課
題

、
国

際
貿

易
と

運
送

に
関

す
る

基
礎

知
識

、
運

送
書

類
と

運
送

約
款

、
国

際
物

品
運

送
関

連
法

規
、

国
際

物
品

運
送

実
務

、
世

界
各

国
の

物
流

事
情

、
そ

の
他

関
連

問
題

・
協

会
会

員
で

、
国

際
複

合
輸

送
関

連
業

務
で

3
年

以
上

の
経

験
を

持
ち

、
国

際
複

合
輸

送
の

専
門

技
術

者
を

目
指

す
者

・
国

際
複

合
輸

送
担

当
の

中
堅

管
理

者
で

、
所

属
店

社
の

推
薦

を
受

け
た

者
・
会

員
以

外
で

、
荷

主
の

国
際

物
流

管
理

ス
タ

ッ
フ

等
で

、
国

際
複

合
輸

送
の

専
門

知
識

を
体

系
的

に
学

び
た

い
者

受
講

時
間

：
5
0
時

間
受

講
料

：
不

明

倉
庫

管
理

主
任

者
研

修
倉

庫
管

理
主

任
者

資
格

取
得

の
た

め
の

研
修

受
講

時
間

：
6
時

間
受

講
料

：
1
万

円

物
流

A
B

C
 倉

庫
実

務
専

門
研

修
A

ct
iv

it
y 

B
as

ed
 C

os
ti
ng

（活
動

基
準

コ
ス

ト
計

算
）
に

よ
る

業
務

の
効

率
化

受
講

時
間

：
4
時

間
受

講
料

：
不

明

減
損

会
計

セ
ミ

ナ
ー

現
存

会
計

の
仕

組
み

や
処

理
方

法
に

つ
い

て
会

計
士

が
説

明
す

る
協

会
会

員
で

規
定

の
会

社
規

模
（
資

本
金

、
負

債
額

）
の

企
業

長
受

講
時

間
：
2
時

間
受

講
料

：
不

明

海
外

視
察

研
修

海
外

で
先

進
的

な
物

流
を

行
っ

て
い

る
会

社
や

物
流

施
設

を
訪

問
中

間
管

理
職

ク
ラ

ス
～

社
長

ク
ラ

ス
対

象
受

講
時

間
：
1
週

間
（
ア

ジ
ア

）
～

1
0
日

間
（
ア

メ
リ
カ

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

）
受

講
料

：
不

明

倉
庫

業
務

改
善

教
育

研
修

経
営

環
境

の
変

化
、

管
理

者
の

役
割

、
業

務
改

善
の

考
え

方
倉

庫
現

場
の

営
業

所
長

、
課

長
対

象
受

講
時

間
：
2
日

間
受

講
料

：
不

明

国
土

交
通

省
３

Ｐ
Ｌ

人
材

育
成

促
進

事
業

推
進

協
議

会
3
P
L
人

材
育

成
研

修

荷
主

の
物

流
シ

ス
テ

ム
の

診
断

、
問

題
提

起
、

物
流

シ
ス

テ
ム

の
設

計
・
提

案
受

講
時

間
：
概

論
1
日

＋
実

務
1
泊

2
日

受
講

料
：
1
万

円
（
宿

泊
・

食
事

代
）

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
経

営
士

資
格

認
定

講
座

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
と

経
営

戦
略

、
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

と
経

営
管

理
、

コ
ー

ポ
レ

ー
ト
・
ガ

バ
ナ

ン
ス

と
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
、

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
に

お
け

る
企

業
間

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

、
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

と
環

境
、

組
織

・
人

事
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

グ
ロ

ー
バ

リ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

、
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

の
戦

略
立

案

経
営

幹
部

お
よ

び
幹

部
候

補

受
講

時
間

：
1
1
0
時

間
受

講
料

：
5
2
5
,0

0
0
円

物
流

技
術

管
理

士
資

格
認

定
講

座

物
流

と
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

、
輸

配
送

管
理

、
物

流
拠

点
管

理
、

放
送

、
物

流
情

報
技

術
、

科
学

的
管

理
技

法
、

物
流

シ
ス

テ
ム

設
計

演
習

、
物

流
コ

ス
ト
管

理
、

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
、

在
庫

管
理

・
企

業
の

物
流

実
務

経
験

を
2
年

以
上

有
す

る
者 ・
物

流
技

術
管

理
士

補
の

有
資

格
者

受
講

時
間

：
1
4
5
時

間
受

講
料

：
5
7
7
,5

0
0
円

国
際

物
流

管
理

士
資

格
認

定
講

座

国
際

物
流

と
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

、
輸

出
入

業
務

、
海

上
輸

送
、

航
空

輸
送

、
国

際
複

合
輸

送
、

3
P
L
と

各
種

輸
送

サ
ー

ビ
ス

、
国

際
物

流
の

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

保
険

、
世

界
の

最
新

物
流

事
情

、
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

・
国

際
物

流
を

支
え

る
情

報
シ

ス
テ

ム
と

先
進

企
業

の
グ

ロ
ー

バ
ル

戦
略

、
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

「
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

改
革

」

国
際

物
流

の
ス

ペ
シ

ャ
リ
ス

ト
を

志
向

す
る

者
、

国
際

物
流

に
携

わ
る

中
堅

管
理

者
、

担
当

者

受
講

時
間

：
1
3
0
時

間
受

講
料

：
5
2
5
,0

0
0
円

物
流

技
術

管
理

士
補

ス
ク

ー
リ

ン
グ

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
戦

略
の

最
新

同
行

、
物

流
コ

ス
ト
ダ

ウ
ン

戦
略

の
立

案
・
（
学

）
産

業
能

率
大

学
「
新

・
物

流
管

理
コ

ー
ス

」
（
通

信
教

育
）
修

了
者

・
（
社

）
日

本
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

シ
ス

テ
ム

協
会

「
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

基
礎

講
座

」
修

了
者

受
講

時
間

：
1
4
時

間
受

講
料

：
7
2
,4

5
0
円

（
社

）
日

本
倉

庫
協

会

倉 庫 運 営 者 ・ 倉 庫 サ ー ビ ス 企 画 者 ・ ロ ジ ス テ ィ ク ス シ ス テ ム 設 計 者

(社
）
日

本
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

シ
ス

テ
ム

協
会

（
右

記
は

一
例

）
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ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

基
礎

講
座

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
概

論
、

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
・
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
基

本
機

能
、

在
庫

管
理

、
路

地
ス

テ
ィ

ク
ス

コ
ス

ト
、

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
の

課
題

と
展

望

特
に

な
し

受
講

時
間

：2
9時

間
受

講
料

：
99

,7
50

円

運
送

原
価

分
析

と
ト
ラ

ッ
ク

運
賃

決
定

の
方

法
セ

ミ
ナ

ー

ト
ラ

ッ
ク

輸
送

の
概

要
、

届
出

運
賃

制
度

の
概

要
、

合
理

的
な

運
賃

査
定

の
考

え
方

、
運

行
効

率
の

見
方

（営
業

用
・
自

家
用

別
）、

標
準

原
価

方
式

に
よ

る
運

送
原

価
計

算
、

最
新

の
標

準
運

送
原

価
、

運
送

原
価

（運
賃

）計
算

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
の

紹
介

、
管

理
費

・利
益

の
見

方
、

合
理

的
な

運
賃

決
定

の
事

例
、

運
搬

効
率

化
の

ポ
イ

ン
ト

特
に

な
し

受
講

時
間

：
受

講
料

：
84

,0
00

円

在
庫

管
理

の
理

論
と

実
際

在
庫

の
機

能
、

在
庫

を
削

減
す

る
方

法
、

在
庫

管
理

と
S
C

M
(サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）、

最
近

の
在

庫
管

理
の

動
向

と
成

功
の

ポ
イ

ン
ト
、

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
「在

庫
管

理
の

改
善

策
の

立
案

」

特
に

な
し

受
講

時
間

：7
時

間
受

講
料

：
84

,0
00

円

物
流

コ
ス

ト
管

理
基

礎
セ

ミ
ナ

ー

物
流

コ
ス

ト
の

基
礎

知
識

、
物

流
コ

ス
ト
管

理
シ

ス
テ

ム
の

作
り

方
、

物
流

コ
ス

ト
分

析
の

仕
方

、
業

種
別

物
流

コ
ス

ト
管

理
の

改
善

事
例

、
簡

便
法

「や
さ

し
い

物
流

コ
ス

ト
計

算
」
の

仕
方

、
A

B
C

(活
動

基
準

原
価

計
算

）を
使

っ
た

物
流

コ
ス

ト
計

算

特
に

な
し

受
講

時
間

：7
時

間
受

講
料

：
84

,0
00

円

物
流

品
質

改
善

セ
ミ

ナ
ー

物
流

品
質

、
物

流
品

質
分

析
の

サ
ン

プ
ル

、
物

流
品

質
コ

ス
ト
の

と
ら

え
方

、
現

状
分

析
後

の
レ

ベ
ル

判
定

法
、

対
策

案
の

ベ
ー

ス
と

な
る

要
因

分
析

例
、

物
流

品
質

改
善

事
例

、
物

流
品

質
向

上
の

1
0原

則

特
に

な
し

受
講

時
間

：7
時

間
受

講
料

：
84

,0
00

円

勝
ち

残
る

物
流

コ
ン

ペ
攻

略
セ

ミ
ナ

ー
物

流
コ

ン
ペ

に
勝

ち
残

る
条

件
、

物
流

コ
ン

ペ
演

習
特

に
な

し
受

講
時

間
：7

時
間

,
受

講
料

：
84

0
00

円

出
所

：
研

究
会

事
務

局
作

成

倉 庫 運 営 者 ・ 倉 庫 サ ー ビ ス 企 画 者 ・ ロ ジ ス テ ィ ク ス シ ス テ ム 設

計 者

(社
）
日

本
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

シ
ス

テ
ム

協
会

（右
記

は
一

例
）

対
象

職
種

実
施

機
関

訓
練

名
称

訓
練

内
容

対
象

者
備

考
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